
明
清
時
代
、
廣
東
の
嘘
と
市

　
　
　
　
　
　
い
ち
ば

一
伝
統
的
市
場
の
形
態
と
機
能
に
関
す
る
一
考
察
一

林

和

生

〔
要
約
】
　
慶
東
で
は
市
場
を
「
雛
」
・
「
市
」
と
呼
ん
で
い
る
が
、
明
清
時
代
に
刊
行
さ
れ
た
地
方
志
を
検
討
す
る
と
、
そ
れ
ら
が
従
来
い
わ
れ
て
き
た
よ

り
も
豊
窟
な
内
容
を
有
し
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。

　
「
櫨
」
・
「
布
」
は
も
と
も
と
市
場
に
お
け
る
売
買
の
方
式
を
指
し
、
開
催
期
同
・
商
品
構
成
・
規
模
・
商
圏
に
よ
っ
て
区
別
さ
れ
て
い
た
が
、
時
代
が

下
り
売
買
が
複
雑
に
な
る
と
旧
来
の
「
擁
」
・
「
市
」
の
範
購
で
は
と
ら
え
ら
れ
な
く
な
り
単
に
市
場
の
呼
称
と
し
て
用
い
ら
れ
る
に
至
っ
た
。
市
場
に
は

商
品
を
雨
露
か
ら
護
る
た
め
堀
っ
建
て
小
屋
の
如
き
施
設
が
設
け
ら
れ
て
い
た
が
、
商
民
が
し
だ
い
に
移
り
住
む
よ
う
に
な
っ
て
集
落
化
し
、
清
代
後
半

に
は
市
場
町
や
商
業
都
市
に
発
達
し
た
。

　
甫
場
の
多
く
は
殖
財
と
郷
村
支
配
を
企
む
郷
紳
層
に
よ
っ
て
設
立
さ
れ
た
が
、
一
定
の
範
囲
内
に
住
む
郷
民
の
日
常
生
活
上
の
中
心
地
と
し
て
機
能
し
、

三
々
の
枠
を
こ
え
た
経
済
単
位
を
構
成
す
る
と
と
も
に
、
さ
ら
に
そ
れ
が
様
々
な
社
会
領
域
が
形
成
さ
れ
る
基
礎
と
な
る
臼
常
の
共
同
関
心
圏
と
な
っ
た

と
推
定
で
き
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
史
林
　
六
三
巻
言
写
　
一
九
八
O
年
一
月

明清時代，慶東の嘘と市（

わ
が
圏
に
は
、

は
　
じ
　
め
　
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
い
ち
藤
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

加
藤
繁
氏
を
雪
兎
と
し
て
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
東
洋
史
学
を
中
心
に
中
国
の
市
場
に
つ
い
て
研
究
業
績
の
至
当
の
蓄
積
が
あ
る
。

そ
れ
ら
の
研

究
の
視
角
は
様
々
で
は
あ
る
が
、
商
晶
流
通
の
結
節
点
で
あ
る
市
場
で
開
催
さ
れ
た
交
易
の
諸
根
を
明
ら
か
に
し
、
さ
ら
に
中
国
経
済
の
展
開

過
程
や
社
会
関
係
の
構
造
を
市
場
を
通
し
て
描
き
出
そ
う
と
し
た
。
し
か
し
運
営
方
式
や
景
観
・
施
設
等
、
市
場
の
基
室
的
な
と
ら
え
方
に
つ

69　（69）



第1衰　廣東省地方志一覧

1通志1府志1州志1華甲　計

天順 1457～1464 一 一 一
1 1

成化 1465～1487 一 一
1

一
1

弘治 ユ488～15G5 一 一 一 一 一
明
正徳 1506～1521 一 一 一

1 1

嘉靖 1522～1566 1 4 4 6 15

隆慶 1567～ユ572 一 一 ｝
1 ユ

代 万潜 1573～1619 1 1
一

9 11

天啓 1621～1627 心 一 一
1 1

崇禎 1628～1644 一
2
一

3 5

隆武 1645
一 一 一 一 一

2
鎚
妬
5
4
1
7
訪
6
E
3
0
8

1
9
0
1
1
4
1
1
6
2
5
5
1
0
2
2
8

6
3
6
一
6
1
1
5
一

1
1
1
7
　
1
　
4
　
　
　
　
1
　
3

1
1
　
一
　
1
　
一

14131

二

代

順治

康煕

雍正

乾隆

嘉慶

道光

威豊

同治

光緒

宜統

1644N1661

1662’v1722

1723一一1735

1736’w1795

1796一“1820

1821一一1850

1851一一J1861

1862n－1874

1875一一・1908

1909tv1911

民国時代　1912～

33826433365計総

資料：朱引嘉（1975）：中国地方志綜録

　　　李景新（1970）：廣東研究参孜資料叙録 史地引初編

い
て
、
検
討
の
不
徹
底
を
痛
感
す
る
点
が
い
く
つ

か
あ
る
。
た
と
え
ば
、
既
往
の
諸
研
究
に
は
共
通

し
て
定
期
市
と
し
て
の
み
市
場
を
と
ら
え
、
そ
の

景
観
も
定
期
市
が
開
催
さ
れ
る
場
と
理
解
す
る
固

定
し
た
市
場
観
が
根
底
に
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

ま
た
市
場
を
伝
統
的
経
済
の
附
随
物
と
考
え
、
経

済
の
近
代
化
に
伴
い
市
場
が
別
の
流
通
シ
ス
テ
ム

に
と
っ
て
か
わ
ら
れ
て
消
滅
す
る
と
い
う
単
純
な

発
展
論
も
う
か
が
え
る
。
そ
れ
ゆ
え
都
市
発
達
史

と
も
関
連
さ
せ
た
市
場
の
発
展
・
変
容
が
論
ぜ
ら

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

れ
る
こ
と
が
ほ
と
ん
ど
な
か
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

さ
ら
に
、
農
村
空
間
の
経
済
的
・
社
会
的
中
心
地

と
し
て
の
市
場
の
機
能
に
つ
い
て
や
、
市
場
の
設

立
や
市
場
網
の
展
開
を
促
進
し
た
具
体
的
な
経
済
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的
背
景
に
つ
い
て
も
ほ
と
ん
ど
考
察
さ
れ
て
は
い
な
い
。

　
本
稿
は
以
上
挙
げ
た
諸
問
題
を
、
主
に
明
清
時
代
の
地
方
志
を
史
料
に
用
い
、
廣
東
省
を
対
象
に
検
討
し
て
市
場
の
姿
を
と
ら
え
直
す
こ
と

を
目
的
と
す
る
。
特
に
市
場
が
そ
の
形
態
と
機
能
と
を
時
間
的
に
変
容
し
て
い
く
過
程
を
明
ら
か
に
し
た
い
。
な
ぜ
な
ら
、
地
表
上
を
占
拠
す

る
人
為
的
な
施
設
で
あ
る
市
場
の
景
観
と
、
そ
こ
で
催
さ
れ
る
交
易
活
動
の
方
式
は
、
市
場
が
物
資
・
情
報
の
集
積
地
で
あ
り
、
人
々
の
出
会

い
の
場
で
も
あ
る
が
故
に
、
そ
れ
が
立
地
す
る
地
方
の
社
会
・
経
済
・
政
治
等
、
様
々
な
側
面
の
動
向
を
機
敏
に
反
映
す
る
と
考
え
ら
れ
る
。



明清時代，廣東の嘘と市（林）

従
っ
て
市
場
の
景
観
や
交
易
方
式
の
変
容
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
か
ら
、
さ
ら
に
地
方
社
会
の
諸
相
に
も
迫
る
こ
と
も
可
能
で
あ
る
か
ら
で
あ

る
。
し
か
し
紙
数
に
限
り
が
あ
り
、
そ
こ
ま
で
論
を
拡
げ
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
前
述
し
た
よ
う
に
、
専
ら
廣
東
と
い
う
一
地
方
の
市
場
の
諸

側
面
の
検
討
に
絞
っ
て
筆
を
す
す
め
る
こ
と
に
し
た
い
。

　
と
こ
ろ
で
廣
東
で
は
第
1
表
の
よ
う
に
明
清
代
に
か
け
て
三
百
艦
種
の
地
方
志
が
刊
行
さ
れ
た
。
廣
州
と
い
う
漢
代
か
ら
の
集
い
南
海
貿
易

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

の
中
心
地
を
有
し
な
が
ら
、
中
原
の
人
々
に
と
っ
て
は
「
踏
鍬
の
地
」
と
呼
ば
れ
た
ほ
ど
き
び
し
い
自
然
条
件
の
た
め
に
、
農
業
を
は
じ
め
、

開
発
の
波
は
、
明
代
以
前
に
は
廣
州
や
池
州
の
周
辺
な
ど
一
部
の
地
方
に
ま
で
し
か
お
よ
ば
な
か
っ
た
。
廣
東
で
大
規
模
な
開
発
が
開
始
さ
れ

た
の
は
明
代
に
な
っ
て
か
ら
で
あ
り
、
市
場
の
設
立
が
活
発
に
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
も
こ
の
時
期
か
ら
と
推
測
で
き
る
。
従
っ
て
こ
れ

ら
の
地
方
志
を
利
用
す
れ
ば
、
こ
の
地
方
の
市
揚
の
展
開
を
か
な
り
の
程
度
そ
の
当
初
の
段
階
か
ら
と
ら
え
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
は
な
い
か
。

①
加
藤
繁
、
　
「
唐
墨
の
草
市
に
就
い
て
」
、
（
『
史
学
雑
誌
』
三
七
－
一
）
、
一
九
二

　
年
年
、
　
「
唐
宋
時
代
の
市
」
、
（
『
福
畷
徳
三
博
士
追
憶
論
文
集
』
所
収
）
、
一
九
三

　
三
年
、
　
「
語
論
時
代
の
草
市
及
び
そ
の
発
展
レ
、
　
（
『
市
村
博
士
古
稀
記
念
東
洋
史

　
論
叢
』
所
収
）
、
一
九
三
三
年
。

②
　
中
国
の
市
場
に
つ
い
て
の
諸
研
究
に
つ
い
て
は
、
中
村
哲
夫
、
　
「
清
末
華
北
に

　
お
け
る
市
場
圏
と
宗
教
圏
」
、
　
（
『
社
会
経
済
史
学
』
四
〇
一
三
）
、
　
一
九
七
三
年

　
の
注
（
3
）
を
参
照
さ
れ
た
い
。
一
九
七
三
年
以
降
の
業
績
に
は
、
本
稿
で
取
り

　
上
げ
る
も
の
以
外
に
、
真
田
安
、
　
「
オ
ア
シ
ス
・
バ
ー
ザ
ー
ル
の
静
態
研
究
i

　
十
九
世
紀
後
半
カ
シ
ュ
ガ
リ
ア
の
楊
合
」
、
（
『
中
央
大
学
大
学
院
研
究
年
報
』
六
）
、

　
一
九
七
七
年
、
栗
林
宣
夫
、
「
明
濤
時
代
の
小
市
集
に
つ
い
て
」
、
（
『
宗
教
社
会
史

一
　
市
場
の
交
易
形
態

　
研
究
』
所
収
）
、
一
九
七
七
年
。
中
村
哲
夫
、
「
清
代
華
北
の
農
村
市
場
」
、
（
講
座

　
中
門
近
現
代
史
二
『
義
和
紐
運
動
』
所
収
）
、
　
一
九
七
八
年
な
ど
が
あ
る
。
ま
た

　
市
場
研
究
の
世
界
的
な
動
向
に
つ
い
て
は
、
石
原
潤
、
　
「
定
期
市
研
究
に
お
け
る

　
諸
問
題
」
、
（
『
人
文
地
理
』
二
〇
－
四
）
、
一
九
六
八
年
、
「
市
（
鑑
ρ
昂
卑
）
研
究

　
の
近
年
に
お
け
る
展
開
…
一
一
九
六
七
年
－
一
九
七
六
年
－
」
、
（
『
人
文
地
理
』

　
二
九
一
六
）
、
一
九
七
七
年
を
参
照
さ
れ
た
い
。

③
　
明
清
時
代
の
研
究
に
は
、
た
と
え
ば
梅
原
郁
、
　
「
岩
代
の
地
方
都
市
」
、
　
（
『
歴

　
史
地
理
教
育
臨
十
四
一
十
二
）
、
　
一
九
六
六
年
に
要
約
さ
れ
る
総
代
の
都
市
発
達

　
史
研
究
の
成
果
が
ほ
と
ん
ど
生
か
さ
れ
て
い
な
い
。

④
　
曾
華
満
、
　
『
唐
山
嶺
南
発
展
中
核
心
性
』
、
一
九
七
三
年
、
七
三
頁
。

廣
東
で
は
、
交
易
活
動
も
し
く
は
そ
れ
が
行
わ
れ
る
特
定
の
具
体
的
場
所
で
あ
る
市
場
を
「
壌
」
・
「
市
」
・
「
櫨
市
」
・
「
虚
」
な
ど
と
称
し
た
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①
　
　
　
　
　
②

こ
と
は
、
既
に
加
藤
繁
・
増
井
経
夫
両
氏
の
指
摘
す
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
両
氏
は
い
ず
れ
も
、
そ
れ
ら
「
壇
」
や
「
市
」
を
、
週
あ
る
い
は
旬

の
特
定
の
日
に
開
催
さ
れ
る
定
期
市
で
あ
る
と
解
釈
し
て
筆
を
す
す
め
て
い
る
。
し
か
し
、
廣
東
の
市
場
を
定
期
市
と
の
み
と
ら
え
る
だ
け
で

は
不
十
分
で
あ
る
こ
と
は
、
史
料
を
少
し
詳
し
く
検
討
す
れ
ば
明
ら
か
で
あ
る
。
地
方
志
か
ら
、
多
様
な
形
態
を
も
つ
市
場
の
姿
を
と
り
だ
す

こ
と
が
で
き
る
。

　
　
ω
　
明
清
以
前
の
市
場

　
「
櫨
」
や
「
市
」
が
い
つ
の
時
代
か
ら
存
在
し
て
い
た
の
か
明
ら
か
で
は
な
い
。
し
か
し
晋
の
壁
塗
遠
が
著
し
た
『
南
越
志
』
に
は
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

　
　
越
の
市
は
虚
と
い
い
、
多
く
は
雲
隠
に
あ
る
。
日
を
き
め
て
商
人
や
歌
舞
を
招
き
集
め
、
虚
に
来
ら
し
む
。
荊
南
や
嶺
表
地
方
で
も
み
な
同
様
で
あ
る
。

と
あ
り
、
　
「
虚
」
と
呼
ば
れ
る
定
期
市
が
、
晋
代
に
既
に
、
長
江
以
南
の
郷
村
で
開
催
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

　
ま
た
霊
代
に
は
、
　
『
唐
会
要
』
巻
八
六
、
市
、
の
景
龍
元
年
十
一
月
の
勅
に
「
州
県
治
で
な
い
と
こ
ろ
に
、
市
を
置
い
て
は
な
ら
な
い
。
」

と
、
州
治
・
県
治
以
外
の
場
所
に
「
市
」
を
設
置
す
る
こ
と
が
禁
止
さ
れ
て
い
た
。
し
か
し
、
嶺
南
の
よ
う
に
中
原
か
ら
遠
く
離
れ
た
辺
鄙
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

地
方
で
は
、
禁
令
が
微
底
さ
れ
ず
、
郷
村
に
も
市
場
が
設
立
さ
れ
て
い
た
と
定
格
恩
賞
は
述
べ
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥
　
　
　
　
　
　
　
⑦

　
そ
し
て
宋
代
に
な
る
と
、
全
漢
昇
氏
や
斯
波
義
信
氏
の
研
究
に
よ
れ
ば
、
廣
東
の
各
地
に
市
場
が
お
か
れ
て
い
た
と
い
う
。
市
場
は
、
呉
庭

厚
の
、
『
青
箱
雑
記
』
に
、

　
　
嶺
南
で
は
村
市
を
虚
と
い
う
。
　
〔
中
略
〕
。
考
え
る
に
、
市
が
お
か
れ
た
所
で
は
、
人
々
が
集
ま
る
と
混
雑
す
る
が
、
人
が
い
な
く
な
る
と
空
虚
に
な
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧

　
　
し
か
る
に
阿
南
の
村
市
は
人
々
で
満
ち
る
時
は
少
な
く
、
空
虚
な
時
が
多
い
。
こ
れ
を
虚
と
呼
ぶ
の
は
、
筋
道
が
通
っ
て
い
る
で
は
な
い
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑨

と
あ
る
よ
う
に
、
お
お
む
ね
定
期
市
と
し
て
運
営
さ
れ
て
い
た
よ
う
だ
。

　
交
易
は
農
山
村
漁
民
の
生
産
物
交
換
お
よ
び
消
費
物
資
の
交
換
が
主
で
あ
っ
た
が
、
農
産
物
や
手
工
芸
品
を
集
荷
し
販
売
す
る
商
人
も
参
集

し
て
い
る
。
ま
た
市
場
に
は
、
米
屋
や
酒
店
、
商
人
の
た
め
の
宿
泊
お
よ
び
倉
庫
の
設
備
で
あ
る
邸
店
・
客
語
が
設
け
ら
れ
て
い
た
。
し
か
し
、

郷
村
居
民
の
生
産
力
と
購
買
力
は
な
お
乏
し
く
、
売
買
は
微
少
で
あ
っ
た
た
め
、
定
期
的
に
し
か
交
易
を
開
催
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
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が
、
主
要
な
交
通
路
上
に
立
地
し
た
市
場
の
中
に
は
、
遠
距
離
交
易
を
営
む
客
商
が
多
数
来
訪
し
て
交
易
額
が
増
加
し
、
さ
ら
に
商
人
や
工
匠

が
移
り
住
む
よ
う
に
な
っ
て
、
県
城
都
市
に
匹
敵
す
る
規
模
・
機
能
を
も
っ
た
商
業
都
市
に
発
達
し
た
も
の
も
あ
っ
た
と
い
う
。

　
し
か
る
に
、
こ
の
よ
う
な
情
況
の
延
長
線
上
で
、
明
清
時
代
の
市
場
の
展
開
を
と
ら
え
る
こ
と
は
、
地
方
志
等
史
料
の
検
討
を
経
る
ま
で
差

し
控
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
。

　
　
偶
　
　
「
嘘
」
・
「
市
」
・
「
埠
」

　
地
方
志
に
は
、
通
常
「
建
置
志
」
も
し
く
は
「
輿
地
志
」
の
嘘
市
の
条
に
市
場
に
関
す
る
記
事
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
記
載
上
、
　
「
嘘
」
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑩

「
市
」
と
に
分
け
ら
れ
、
　
「
埠
」
は
「
櫨
」
の
項
に
併
記
さ
れ
る
の
が
一
般
的
で
あ
る
。
こ
れ
は
「
櫨
・
埠
」
と
「
市
」
と
の
あ
い
だ
に
形
態

や
機
能
等
の
点
で
顕
著
な
相
違
が
あ
っ
た
か
ら
、
こ
の
よ
う
に
記
載
上
区
分
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
を
「
某
嘘
」
　
「
某
市
」
と
い
う
呼
称

の
違
い
に
す
ぎ
な
い
と
簡
単
に
か
た
づ
け
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
で
は
、
そ
の
相
違
点
と
は
何
で
あ
る
の
か
。

　
従
来
の
研
究
で
は
、
た
と
え
ば
山
根
幸
夫
氏
が
河
南
省
を
例
に
、
　
「
城
内
の
定
期
市
を
『
市
』
と
い
い
、
郷
村
の
定
期
市
を
『
集
』
と
呼
ん

　
　
⑬

で
い
る
。
」
と
述
べ
て
い
る
こ
と
が
こ
の
網
違
を
説
明
す
る
指
針
と
な
る
。
な
ぜ
な
ら
天
順
『
重
刻
盧
中
丞
東
早
算
志
』
に
「
嶺
町
の
嘘
は
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

な
わ
ち
中
州
の
集
場
で
あ
る
。
」
と
あ
り
、
中
州
と
は
河
南
省
の
こ
と
で
あ
る
か
ら
、
山
根
氏
の
説
を
訳
業
に
も
あ
て
は
め
る
こ
と
が
で
き
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑬

た
め
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
乾
隆
『
新
興
古
志
』
に
「
城
内
に
あ
る
も
の
を
市
と
い
い
、
郷
村
に
あ
る
も
の
を
櫨
と
い
う
。
」
と
あ
り
、
市
場
が

県
城
内
に
立
地
す
る
か
、
郷
村
に
立
地
す
る
か
、
置
か
れ
た
場
所
の
違
い
に
よ
っ
て
そ
の
呼
称
が
変
え
ら
れ
た
と
説
明
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

し
か
し
、
こ
れ
だ
け
で
「
櫨
」
と
「
市
」
の
相
違
を
全
て
説
明
す
る
わ
け
に
は
い
か
な
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑭

　
立
地
の
違
い
に
よ
る
説
明
が
あ
て
は
ま
ら
な
い
例
を
あ
げ
る
と
、
ま
ず
万
暦
『
南
海
県
志
』
に
は
、
嬢
城
内
だ
け
で
な
く
郷
村
に
も
「
市
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑮

が
設
置
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
記
載
さ
れ
、
康
煕
『
新
会
県
志
』
に
は
、
県
城
内
に
設
置
さ
れ
た
「
櫨
」
が
記
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
潮
州
府
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑯

各
県
で
は
、
　
「
市
」
の
多
く
が
郷
村
に
立
地
し
て
い
る
し
、
雷
州
府
や
慶
州
府
の
州
県
で
は
、
州
県
城
・
郷
村
を
問
わ
ず
市
場
は
全
て
「
某
市
」

　
　
　
　
　
　
⑰

と
呼
ば
れ
る
な
ど
、
例
は
豊
富
で
あ
る
。
で
は
、
ど
う
説
明
す
れ
ば
う
ま
く
解
決
で
き
る
だ
ろ
う
か
。
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さ
て
、
民
国
『
開
平
県
南
』
に
は
、
　
「
古
く
は
貿
易
の
場
を
称
し
て
、
小
さ
な
も
の
を
市
と
よ
び
、
大
き
な
も
の
を
櫨
と
呼
ん
だ
。
と
り
わ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑱

け
大
き
な
も
の
は
埠
と
呼
ん
だ
。
」
と
あ
り
、
市
場
の
規
模
の
違
い
に
よ
っ
て
「
市
く
櫨
く
埠
」
と
昔
は
呼
称
が
異
な
っ
て
い
た
こ
と
が
知
ら

れ
る
。
だ
が
、
何
を
も
っ
て
規
模
が
大
、
あ
る
い
は
小
と
判
定
す
る
の
か
、
基
準
は
不
明
で
あ
る
。
次
に
嘉
慶
『
東
莞
県
志
』
に
は
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑲

　
　
雑
沓
す
る
交
易
の
場
で
、
大
き
な
も
の
は
虚
と
呼
び
、
小
さ
な
も
の
を
市
と
呼
ぶ
。
虚
に
は
定
ま
っ
た
期
日
が
あ
る
が
、
市
に
は
虚
日
が
な
い
。

と
記
さ
れ
、
規
模
の
大
小
に
加
え
て
、
開
催
日
に
も
違
い
が
あ
り
、
　
「
壇
」
は
定
期
的
に
、
　
「
市
」
は
毎
日
売
買
を
行
っ
て
い
た
こ
と
が
わ
か

る
。
ま
た
「
市
」
に
つ
い
て
は
、
道
光
『
南
海
県
士
心
』
に
、

　
　
響
東
の
省
会
で
は
、
市
の
大
き
な
も
の
は
皆
南
海
県
に
属
し
て
い
る
。
思
次
が
建
ち
並
び
、
百
貨
が
駐
較
す
る
も
、
商
饗
は
期
を
定
め
て
集
ま
る
も
の
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

　
　
は
な
い
。
郷
村
で
は
櫨
が
大
き
く
、
市
は
小
さ
い
。
日
常
生
活
に
必
要
な
晶
々
は
、
そ
れ
ら
を
雄
に
求
め
れ
ば
乃
ち
備
わ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

と
あ
る
こ
と
か
ら
、
郷
村
の
「
市
」
と
県
城
内
の
「
市
」
の
区
分
が
あ
り
、
規
模
に
大
き
な
差
異
が
あ
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

　
さ
ら
に
郷
村
で
は
、
機
能
に
お
い
て
「
櫨
」
と
「
市
」
に
相
違
が
あ
っ
た
こ
と
が
、
民
国
『
至
徳
県
志
』
に
、

　
　
郷
鎮
の
貿
易
の
地
で
、
百
貨
が
ず
ら
り
と
な
ら
び
、
朝
に
趨
き
午
に
は
散
会
し
、
遠
方
よ
り
人
々
が
参
集
す
る
も
の
を
壌
と
呼
ぶ
。
朝
夕
の
求
め
を
備
え
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

　
　
饗
験
の
用
を
供
す
る
も
の
を
市
と
呼
ぶ
。
嘘
に
は
定
ま
っ
た
期
B
が
あ
る
が
、
市
に
は
虚
日
が
な
い
。

と
あ
り
、
ま
た
民
国
『
盆
山
忠
義
郷
志
』
に
は
、
　
「
嘘
は
定
期
的
に
開
催
さ
れ
四
方
の
人
々
の
便
を
図
り
、
市
は
早
朝
と
夕
方
に
開
催
さ
れ
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
㊧

近
く
の
人
々
の
便
を
図
る
」
と
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
わ
か
る
。
す
な
わ
ち
、
　
「
市
」
で
は
食
料
品
を
主
に
売
買
す
る
の
に
対
し
て
、
「
壇
」

で
は
郷
民
の
日
常
生
活
に
必
要
な
衣
料
・
日
用
贔
全
般
を
売
買
す
る
と
い
う
取
り
扱
い
商
品
の
種
類
の
違
い
に
加
え
て
、
「
近
地
」
と
「
四
方
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

と
い
う
よ
う
に
、
商
圏
の
範
囲
に
も
違
い
が
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

　
さ
て
、
こ
こ
ま
で
に
取
り
上
げ
た
史
料
か
ら
「
櫨
」
や
「
市
」
に
は
、
も
と
も
と
市
場
（
匿
ρ
詩
簿
鴬
ρ
8
）
の
意
味
は
な
く
、
市
場
に
お
い
て

催
さ
れ
た
売
買
の
方
法
を
意
味
し
て
い
た
こ
と
が
推
定
で
き
る
。
こ
の
こ
と
は
、
た
と
え
ば
乾
隆
『
富
源
梁
志
』
に
、
市
場
の
名
称
の
後
に
、

　
　
柳
城
大
盤
蕪
市
。
船
塘
火
鑑
兼
市
。
葉
潭
竣
。
竹
筒
盤
。
三
界
胃
癌
煎
粛
。
上
廓
市
。
黄
田
小
市
。
南
湖
填
小
市
。
…
…
…
。
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と
記
さ
れ
、
さ
ら
に
、

　
　
響
東
で
は
貿
易
の
地
は
、
多
く
は
盤
と
呼
ば
れ
る
。
そ
れ
ぞ
れ
定
期
的
に
、
三
日
毎
あ
る
い
は
五
日
毎
に
開
催
さ
れ
る
。
俗
に
い
う
、
　
「
人
々
が
集
ま
れ

　
　
ば
に
ぎ
や
か
で
あ
る
が
、
人
が
い
な
い
と
廃
虚
の
よ
う
で
あ
る
。
」
と
い
う
の
が
こ
れ
で
あ
る
。
そ
の
な
か
に
、
店
舗
が
建
ち
並
び
、
朝
夕
を
問
う
こ
と

　
　
な
く
、
他
藩
の
市
の
よ
う
に
売
買
を
行
っ
て
い
る
も
の
が
あ
る
。
あ
る
い
は
市
と
嘘
を
兼
ね
備
え
、
ふ
だ
ん
は
市
を
催
し
、
期
日
に
至
る
と
櫨
を
催
し
利

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑮

　
　
益
を
あ
げ
る
も
の
も
あ
る
。

と
あ
る
こ
と
か
ら
、
確
か
め
る
こ
と
が
で
き
る
。
　
こ
の
史
料
か
ら
、
　
「
嘘
」
と
「
市
」
と
が
規
模
の
大
小
に
よ
っ
て
、
さ
ら
に
「
大
面
」
と

「
壇
」
、
「
市
」
と
「
小
市
」
に
区
分
さ
れ
る
こ
と
と
、
ひ
と
つ
の
市
場
で
「
嘘
」
と
「
市
」
が
併
せ
て
開
催
さ
れ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
つ
ま
り
、

市
場
で
は
、
熱
球
食
料
品
が
主
に
売
買
さ
れ
る
「
市
」
が
開
催
さ
れ
る
他
に
、
三
日
あ
る
い
は
五
日
毎
に
郷
民
の
生
産
物
や
衣
料
・
日
用
品
全

般
が
売
買
さ
れ
る
「
嘘
」
も
開
催
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
ま
た
市
場
に
は
固
定
店
舗
が
建
ち
並
ん
で
い
る
こ
と
も
わ
か
る
が
、
店
舗
の
問
題

は
次
章
で
と
り
あ
げ
る
こ
と
に
し
た
い
。

　
「
嘘
」
と
「
市
」
の
両
方
を
兼
ね
開
催
す
る
市
場
が
河
源
県
だ
け
の
特
殊
な
形
態
で
は
な
い
こ
と
は
、
た
と
え
ば
銭
以
境
の
『
嶺
海
見
聞
』

に
、

　
　
お
よ
そ
三
目
に
一
度
百
貨
が
聚
ま
る
が
、
聚
の
時
が
少
な
く
、
空
虚
な
時
が
多
い
の
で
嘘
と
呼
ば
れ
る
。
し
か
し
東
莞
は
そ
う
で
は
な
い
。
教
場
擁
・
石

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㊧

　
　
龍
櫨
・
樟
樹
壇
な
ど
は
、
皆
店
舗
が
あ
っ
て
し
か
も
櫨
と
呼
ば
れ
る
。
毎
日
一
小
破
す
る
他
、
三
日
に
…
畑
島
翻
す
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
鰺

と
あ
る
こ
と
や
、
嘉
慶
『
平
遠
縁
志
』
、
道
光
『
油
倉
直
隷
聖
心
聴
志
』
な
ど
の
記
事
か
ら
知
ら
れ
る
。
こ
れ
ら
の
史
料
か
ら
、
む
し
ろ
「
嘘
」

が
開
催
さ
れ
る
市
場
で
は
、
　
「
市
」
も
併
せ
て
開
催
さ
れ
、
主
に
日
用
食
料
贔
を
毎
日
供
給
す
る
の
が
普
通
の
姿
で
あ
っ
た
よ
う
に
思
わ
れ
る

が
、
断
定
す
る
に
は
な
お
検
討
を
要
す
る
。

　
と
こ
ろ
で
、
　
「
埠
」
は
「
嘘
」
よ
り
も
規
模
の
大
き
な
売
貿
も
し
く
は
市
場
を
指
す
が
事
例
は
あ
ま
り
多
く
な
い
。
　
「
埠
」
は
「
歩
」
と
も

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑭

記
さ
れ
、
　
「
船
を
つ
け
る
波
止
場
、
水
ぎ
わ
の
と
こ
ろ
。
」
と
い
う
意
味
が
あ
る
。
物
資
の
輸
送
の
大
部
分
を
水
上
交
通
に
頼
る
廣
東
で
は
、
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可
航
河
川
沿
い
に
立
地
し
た
帯
場
が
交
通
運
輸
上
有
利
な
位
置
を
占
め
、
物
資
の
集
散
地
と
し
て
著
し
く
発
達
し
た
た
め
、
　
「
埠
」
が
大
規
模

な
市
場
の
呼
称
と
し
て
用
い
ら
れ
た
の
で
は
な
い
か
。
し
か
し
、
道
光
『
南
海
県
令
』
に
は
、
「
埠
」
・
「
歩
」
と
呼
ば
れ
る
可
航
河
川
の
岸
辺

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

に
立
地
し
、
貨
舟
の
停
泊
場
の
設
備
を
有
し
、
特
定
の
商
品
だ
け
を
扱
う
小
規
模
な
市
場
の
記
事
が
あ
り
、
前
記
の
「
埠
」
と
は
機
能
・
形
態

の
異
な
る
「
埠
」
が
出
現
す
る
。
こ
れ
は
、
後
代
特
定
の
商
品
を
売
買
す
る
た
め
に
設
立
さ
れ
た
市
場
が
、
輸
送
に
便
利
な
可
航
河
川
沿
い
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

立
地
し
た
た
め
に
、
同
じ
く
「
埠
」
と
呼
ば
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　
　
㈲
　
「
嘘
」
・
「
布
」
の
変
容

　
清
潔
の
後
半
に
な
る
と
、
「
櫨
」
・
「
市
」
は
、
市
場
そ
の
も
の
を
指
す
よ
う
に
用
い
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
が
、
な
お
、
そ
の
景
観
や
売
買
の

方
法
に
よ
っ
て
「
櫨
」
と
「
市
」
に
区
分
さ
れ
て
い
た
。
た
と
え
ば
、
楽
弓
『
海
事
雄
志
』
に
は
、
市
場
に
店
舗
が
建
ち
並
び
、
毎
日
商
売
が

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑯

行
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
、
　
「
櫨
」
と
呼
ん
だ
の
で
は
都
合
が
悪
く
門
市
」
に
呼
称
が
改
め
ら
れ
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑭

民
国
『
順
徳
県
志
』
に
「
後
来
、
山
市
の
名
称
は
滑
乱
を
免
れ
ず
。
」
と
あ
り
、
ま
た
民
国
『
開
平
県
志
』
に
「
現
在
（
民
国
晦
代
）
で
は
、
規

模
の
大
小
に
関
わ
り
な
く
全
て
『
市
』
と
呼
ん
で
い
る
。
」
と
記
さ
れ
る
よ
う
に
、
売
買
の
方
式
や
機
能
・
景
観
に
も
と
づ
い
た
旧
来
の
「
櫨
」

と
「
市
」
の
区
分
は
厳
密
に
用
い
ら
れ
な
く
な
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
う
し
た
混
乱
し
た
状
況
は
、
民
国
『
潮
州
府
志
略
』
に
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

　
　
そ
の
壌
期
に
は
、
逐
日
二
漏
臼
・
四
日
・
五
日
が
あ
る
。
大
器
は
、
逐
日
・
三
日
を
櫨
期
と
す
る
も
の
が
多
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑰

と
あ
る
こ
と
や
、
勘
忍
『
四
会
県
志
』
に
、
　
「
塔
食
櫨
即
大
和
市
。
細
説
河
瀬
櫨
。
」
・
「
隆
慶
市
亦
名
驚
涌
新
癒
、
以
二
五
八
日
為
期
。
」
と
あ

る
こ
と
な
ど
か
ら
も
う
か
が
い
知
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
こ
う
し
た
呼
称
の
混
乱
は
、
時
代
が
下
り
市
場
が
発
達
す
る
に
し
た
が
い
、
そ
こ
で
行
わ
れ
る
売
買
も
複
雑
と
な
り
、
規
模
・
機
能
・
景
観

等
に
お
い
て
、
旧
来
の
「
嘘
」
や
「
市
」
の
概
念
の
範
麟
で
は
、
も
は
や
と
ら
え
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
っ
た
か
ら
生
じ
た
の
で
あ
ろ
う
。
そ

し
て
、
多
く
の
市
場
で
は
店
舗
や
民
家
が
建
ち
並
ぶ
よ
う
に
な
る
。
た
と
え
ば
宣
統
『
意
字
県
志
』
は
、
　
「
東
圃
櫨
」
・
「
高
塘
櫨
」
・
「
新
州

嘘
」
に
つ
い
て
、
そ
れ
ら
の
市
場
は
主
に
農
産
物
や
日
用
雑
貨
の
交
易
の
場
で
あ
る
が
、
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明清時代，慶東の嘘と市（林）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑲

　
　
商
業
は
盛
ん
で
、
商
店
が
百
上
間
あ
り
、
新
造
や
市
橋
と
同
じ
で
あ
る
。
均
し
く
す
で
に
固
定
の
飯
場
と
な
っ
て
い
る
。

と
記
し
、
そ
の
他
の
「
嘘
」
や
「
市
」
に
つ
い
て
も
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

　
　
こ
れ
を
そ
の
他
の
数
日
に
一
応
す
る
嘘
や
毎
日
一
箇
す
る
帯
と
比
較
す
る
と
、
わ
ず
か
に
同
じ
で
な
い
と
こ
ろ
が
あ
る
。

と
記
し
て
い
る
。
清
末
に
は
市
場
の
多
く
は
、
こ
の
史
料
か
ら
わ
か
る
よ
う
に
、
在
郷
の
商
業
集
落
や
小
都
市
に
発
達
し
て
い
た
。
な
か
に
は
、

　
　
　
　
　
　
　
⑪

番
春
蘭
の
「
市
橋
嘘
」
の
よ
う
に
、
商
店
が
一
千
間
も
建
ち
並
び
、
、
ま
さ
し
く
商
業
都
市
と
い
っ
て
も
お
か
し
く
は
な
い
市
場
も
出
現
し
て
い

た
の
で
あ
る
。

　
さ
ら
に
、
さ
き
に
「
埠
」
の
と
こ
ろ
で
も
述
べ
た
よ
う
に
、
既
存
の
市
場
と
は
別
に
、
特
定
の
商
品
だ
け
が
売
買
さ
れ
る
市
場
も
出
現
し
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑲

い
る
。
同
じ
く
宣
統
『
番
禺
県
志
』
に
「
さ
ら
に
特
別
の
嘘
市
が
あ
る
。
す
な
わ
ち
貿
易
さ
れ
る
晶
晶
は
、
一
物
に
限
ら
れ
て
い
る
。
」
と
記

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑬

さ
れ
て
い
る
の
が
そ
れ
で
あ
る
。
　
「
櫨
」
は
定
期
市
と
し
て
開
催
さ
れ
、
　
「
市
」
は
商
品
が
収
穫
さ
れ
る
時
期
に
限
っ
て
開
催
さ
れ
た
と
い
う
。

こ
の
よ
う
な
市
場
は
独
立
し
た
場
所
に
設
立
さ
れ
た
場
合
も
あ
っ
た
が
、
た
い
て
い
は
既
存
の
市
場
の
一
角
に
設
置
さ
れ
て
い
た
よ
う
だ
。
ま

た
民
国
『
鉱
毒
県
志
』
に
も
「
桑
市
・
糸
市
・
慧
紙
紐
・
魚
種
市
・
瀦
仔
虫
」
な
ど
特
定
の
商
品
だ
け
を
取
り
扱
う
市
場
が
多
数
記
さ
れ
て
い

⑭
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

る
が
、
特
に
桑
市
は
、
　
「
県
に
属
す
る
各
郷
に
は
、
均
し
く
桑
市
が
あ
る
が
、
悉
く
数
え
る
こ
と
が
で
き
な
い
の
で
省
略
す
る
。
」
と
記
さ
れ

る
ほ
ど
、
極
め
て
多
数
設
置
さ
れ
て
い
た
。
そ
れ
ら
市
場
の
空
間
的
分
布
を
民
国
時
代
に
作
製
さ
れ
た
地
形
図
等
を
用
い
て
検
討
す
る
と
、
ほ

と
ん
ど
が
概
存
の
市
場
か
ら
発
達
し
た
規
模
の
大
き
な
集
落
に
立
地
し
て
い
る
こ
と
が
判
明
し
た
。

　
順
徳
県
で
こ
の
よ
う
に
、
と
り
わ
け
養
蚕
に
関
連
し
た
市
場
が
多
数
書
出
し
た
の
は
、
こ
の
県
の
主
要
産
業
で
あ
る
養
蚕
・
製
糸
業
の
経
営

構
造
が
大
き
く
変
化
し
た
こ
と
に
よ
る
。
そ
れ
は
、
南
京
条
約
に
も
と
つ
く
開
港
の
後
、
欧
米
諸
国
向
け
の
絹
糸
の
輸
出
が
急
激
に
増
加
し
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

そ
の
価
格
も
上
昇
し
た
た
め
に
、
農
民
が
こ
れ
ま
で
以
上
に
養
蚕
・
製
糸
業
に
力
を
入
れ
た
こ
と
か
ら
始
ま
っ
た
。
従
来
、
農
民
は
各
農
家
の

経
営
規
模
に
応
じ
て
桑
倉
卒
塘
方
式
の
多
角
経
営
の
一
部
と
し
て
養
蚕
を
営
ん
で
い
た
の
が
、
養
蚕
だ
け
を
拡
大
し
た
た
め
に
、
飼
料
の
桑
葉

を
自
給
す
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
り
、
知
事
の
購
入
を
必
要
と
す
る
農
家
が
急
増
し
た
。
そ
の
た
め
稲
田
を
潰
し
て
桑
を
植
え
、
専
業
と
し
て
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劃・「市」の内容および市場の階層

ロ）市場の階層

1　州県城内の市場

1購繰羅ヂ場瞬飽

　　　　　　第2表　清代前半における「櫨」

イ）　「櫨」・「市」の内容　　　　　　　　　　r

×1
「櫨」 「布」

I

I
I

売買の規模 大 小

開催時期 定　期　的 毎日（朝夕）

商最構成 脹食器用の品 饗強の馬
商圏の範閉 四　　　方 近　　　地

桑
葉
生
産
を
行
う
農
家
が
多
数
出
現
し
、
桑
葉
を
売
買
す
る
た
め
の
桑
市
が
多
数
設
立
さ
れ
た
。
そ
し
て
農
家
が

紡
い
だ
生
糸
の
生
産
が
増
加
し
た
の
に
伴
い
、
そ
れ
を
専
門
に
集
荷
し
売
買
す
る
糸
市
も
設
立
さ
れ
た
。

　
し
か
し
、
　
一
八
九
〇
年
以
降
、
都
市
の
商
人
・
不
在
地
主
層
の
資
本
を
背
景
に
、
機
械
製
糸
工
場
の
新
設
が
相

次
ぎ
、
農
家
の
副
業
と
し
て
の
製
糸
業
は
衰
退
し
た
。
　
一
九
〇
六
年
の
調
査
に
よ
る
と
、
全
省
一
七
六
工
場
中
、

＝
一
四
工
場
が
本
県
に
集
中
し
て
い
た
が
、
大
部
分
が
労
働
力
の
確
保
が
容
易
な
農
村
空
閾
の
、
市
場
を
核
に
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑲

て
発
達
し
た
集
落
に
立
地
し
た
。
こ
れ
ら
の
工
場
は
大
金
の
原
料
繭
の
購
入
を
必
要
と
し
た
か
ら
、
各
地
に
農
民

か
ら
繭
を
買
い
あ
げ
る
場
と
し
て
繭
市
が
新
た
に
設
立
さ
れ
た
。
ま
た
農
家
は
、
変
化
す
る
情
勢
に
対
応
し
て
、

旧
来
か
ら
の
桑
基
魚
塘
方
式
の
多
角
経
営
を
や
め
、
養
蚕
の
み
、
桑
葉
栽
培
の
み
と
専
門
化
・
分
業
化
す
る
傾
向

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

が
強
く
な
り
、
桑
田
は
全
耕
地
薗
積
の
七
割
を
占
め
る
ま
で
と
な
っ
た
。
そ
し
て
「
桑
映
市
・
獺
紙
市
・
繭
綱
市
」

あ
る
い
は
「
魚
種
市
」
と
い
っ
た
特
殊
な
市
場
が
、
こ
う
し
た
地
方
経
済
の
変
化
に
応
じ
て
出
現
し
た
。
以
上
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

如
き
状
況
は
、
本
県
だ
け
で
は
な
く
、
特
殊
な
市
場
が
同
治
お
よ
び
宣
統
志
に
記
載
さ
れ
た
南
海
県
を
は
じ
め
、

他
の
地
方
で
も
同
様
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　
こ
こ
ま
で
、
地
方
志
に
「
某
櫨
」
あ
る
い
は
「
某
市
」
と
記
載
さ
れ
た
も
の
の
実
体
に
つ
い
て
検
討
し
て
き
た

が
、
そ
れ
ら
が
従
来
い
わ
れ
て
き
た
よ
う
な
単
な
る
定
期
市
で
は
な
か
っ
た
こ
と
が
覇
明
し
た
。
ま
た
、
そ
れ
ら

の
形
態
・
機
能
が
決
し
て
圃
定
し
た
も
の
で
は
な
く
、
時
代
と
と
も
に
変
化
し
た
こ
と
も
明
ら
か
と
な
っ
た
。
第

2
表
に
身
代
前
半
ま
で
の
「
櫨
」
と
「
市
」
の
内
容
お
よ
び
市
場
の
階
層
を
整
理
し
て
本
章
の
ま
と
め
と
し
、
次

章
で
は
市
場
の
景
観
と
施
設
に
つ
い
て
検
討
す
る
。
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明清田代，廣東の盤と市（林）

①
加
藤
繁
、
「
踏
代
に
於
け
る
村
鎮
の
定
期
市
」
、
（
『
東
洋
学
報
』
二
三
一
二
）
、

　
一
九
三
六
年
。
　
（
『
支
那
経
済
史
考
証
』
下
巻
、
一
九
五
二
年
に
所
収
）
。

②
　
増
井
経
夫
、
「
贋
東
の
櫨
市
－
市
場
近
代
化
に
関
す
る
一
考
察
1
」
、
（
『
束

　
距
論
叢
』
四
）
、
一
九
閥
一
年
。

③
　
　
越
之
黒
帯
虚
、
多
在
村
誌
。
二
期
招
集
各
商
議
歌
舞
以
来
之
。
荊
南
嶺
表
皆
然
。

　
全
漢
昇
、
「
宋
代
嶺
南
的
虚
帝
」
、
（
『
申
央
研
究
院
歴
史
語
言
研
究
所
集
刊
』
九
）
、

　
一
九
四
七
年
よ
り
引
用
。

④
　
　
諸
非
州
県
之
所
、
不
得
置
市
。

⑤
　
何
格
恩
、
「
唐
代
嶺
南
的
虚
市
」
、
（
『
食
貨
半
月
刊
』
五
一
二
）
、
｝
九
三
七
年
。

　
対
し
て
、
加
藤
繁
氏
は
禁
令
に
つ
い
て
、
　
「
唐
宋
時
代
の
草
市
及
び
そ
の
発
展
」

　
（
前
章
註
①
）
で
全
く
異
な
っ
た
見
解
を
発
表
し
て
い
る
。

⑥
全
漢
昇
、
前
掲
③

⑦
斯
波
義
僧
、
「
宋
代
江
南
の
村
市
（
塁
甲
ユ
【
⑦
げ
）
と
聖
蹟
（
碑
ε
」
上
、
（
『
東

　
洋
学
報
』
四
四
一
一
）
、
一
九
六
一
年
。

⑧
　
　
嶺
南
、
謂
村
市
為
虚
。
〔
中
略
〕
。
蓋
愚
論
所
在
、
有
人
劉
満
、
無
人
則
虚
。

　
　
　
而
嶺
南
村
市
、
満
蒔
少
、
虚
時
多
。
謂
王
政
虚
、
不
潔
醇
乎
。

　
斯
波
氏
（
前
掲
⑦
）
に
よ
る
と
、
こ
の
説
は
徐
箔
の
編
纂
し
た
江
西
分
寧
県
の
地

　
志
で
あ
る
『
修
水
志
』
に
基
づ
い
て
い
る
と
い
う
。

⑨
　
銭
易
の
『
南
部
新
留
口
』
辛
集
に
も
、

　
　
　
　
　
筆
者
補

　
　
　
端
州
（
高
要
県
）
以
南
、
三
日
一
時
。
謂
之
　
擁
。

　
と
あ
る
こ
と
か
ら
も
、
定
期
的
に
開
催
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。

⑩
た
と
え
ば
、
道
光
『
香
肉
蝿
志
繭
門
並
、
輿
地
下
、
壌
市
附
や
、
光
緒
『
信
宜

　
県
志
』
巻
二
へ
建
概
憲
四
、
櫨
帯
の
条
な
ど
、
　
「
擁
」
と
「
市
」
が
区
別
さ
れ
ず

　
に
掲
載
さ
れ
た
方
志
も
い
く
つ
か
あ
る
。

⑪
　
山
根
幸
夫
、
　
「
明
清
時
代
華
北
に
お
け
る
定
期
市
」
、
　
（
『
史
論
』
　
〔
東
京
女
子

　
大
学
歴
史
学
研
究
室
〕
八
）
、
　
　
九
六
〇
年
。
氏
は
乾
熱
『
祥
符
県
密
心
』
巻
六
、

　
市
集
の
条
の
記
事
を
引
い
て
い
る
。
ま
た
、
万
暦
『
泌
源
機
翼
』
巻
一
、
封
域

　
志
、
市
集
の
条
の
記
事
を
用
い
、
続
け
て
「
由
西
省
で
は
前
者
を
城
市
と
い
い
、

　
後
者
を
郷
集
と
よ
ん
で
い
る
。
」
と
述
べ
て
い
る
。

⑫
天
順
『
重
刻
盧
中
丞
東
駅
旧
志
』
単
三
、
櫨
揚
の
条
に
、

　
　
　
嶺
南
之
壇
、
即
中
州
之
集
場
也
。

　
と
あ
り
、
ま
た
康
熈
『
興
寧
尊
志
』
巻
一
、
興
地
志
、
難
市
の
条
に
も
、

　
　
　
北
方
詩
集
、
南
方
日
野
、
皆
村
落
之
市
。

　
と
あ
る
。

⑬
　
乾
隆
『
新
興
県
志
』
巻
十
五
、
壌
市
の
条
に
、

　
　
　
在
城
日
市
、
在
郷
日
擁
。

　
と
あ
る
。

⑭
万
暦
『
南
海
県
志
』
巻
十
三
、
市
集
の
条
参
照
。

⑮
　
康
熈
『
新
会
県
士
心
』
巻
闘
、
建
置
志
、
櫨
市
の
条
参
照
。

⑯
　
乾
隆
『
潮
州
府
…
志
』
巻
十
四
、
擁
市
の
条
参
照
。

⑰
た
と
え
ば
、
康
煕
『
環
山
県
志
』
、
建
裏
罫
、
嘘
市
の
条
や
、
嘉
慶
『
海
康
県

　
幽
心
』
巻
一
、
彊
尚
志
、
市
の
条
な
ど
参
照
。

⑱
民
麟
『
開
平
県
志
』
巻
十
二
、
搬
箭
の
条
。

　
　
　
旧
称
貿
易
之
揚
、
小
日
市
、
大
聞
櫨
。
尤
大
忌
日
埠
。

⑲
嘉
慶
『
東
莞
県
志
』
巻
十
、
坊
都
の
条
。

　
　
　
雑
沓
交
易
之
場
、
大
日
虚
、
小
日
市
。
虚
有
繋
期
、
市
無
虚
臼
。

⑳
道
光
『
南
海
県
志
』
巻
十
三
、
建
罎
三
五
、
擁
市
の
条
。

　
　
　
磨
東
省
会
、
市
之
大
量
、
皆
隷
南
海
。
思
置
昆
列
、
百
貨
駐
較
、
商
賢
不
以

　
　
　
期
集
。
若
郷
保
、
櫨
大
門
小
。
二
食
器
用
毒
物
、
求
償
櫨
酒
量
。

⑳
　
史
料
よ
り
、
城
内
の
「
市
」
が
「
百
貨
騒
藤
」
と
商
品
の
種
類
が
豊
蜜
で
大
規

　
模
に
朋
催
さ
れ
て
い
た
の
に
対
し
て
、
郷
村
の
「
市
」
は
立
食
器
用
の
品
々
が
一

　
応
備
わ
っ
て
い
る
「
櫨
」
よ
り
も
商
品
の
種
類
で
劣
っ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　
そ
れ
は
次
の
史
料
か
ら
確
認
で
き
る
。

＠
　
民
国
『
悪
徳
県
志
錘
巻
三
、
建
窯
志
、
櫨
市
の
条
。
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謹
按
、
郷
鎮
貿
易
之
地
、
百
貨
甜
關
、
其
七
難
術
午
時
、
遠
方
威
集
五
日
鑑
。

　
　
　
備
朝
夕
之
求
、
供
饗
猿
之
用
者
日
市
。
櫨
有
定
期
、
市
無
虚
日
。
其
大
較
也
。

＠
　
民
国
『
仏
山
忠
義
郷
志
』
巻
一
、
輿
地
志
、
雛
市
の
条
。

　
　
　
盤
市
皆
不
可
廃
。
擁
期
以
日
利
四
方
、
市
期
以
早
暮
利
近
地
。

⑳
　
さ
ら
に
、
乾
隆
『
順
徳
嬢
志
』
巻
五
、
建
国
志
二
、
鑑
帯
の
条
に
、

　
　
　
凡
名
甲
羅
村
、
必
有
購
求
物
蔭
薄
地
、
即
謂
之
市
。

　
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
非
農
民
が
多
数
居
住
し
て
い
た
で
あ
ろ
う
規
模
の
大
き
な
集

　
落
に
日
常
の
食
料
品
を
供
給
す
る
こ
と
も
、
「
市
」
の
役
割
で
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
。

⑳
｝
乾
隆
『
河
源
県
単
』
巻
二
、
櫨
帝
の
条
。

　
　
　
凡
轡
東
貿
易
之
所
、
書
名
為
櫨
。
各
立
限
期
、
或
三
日
一
膝
、
或
五
日
一
聚
。

　
　
　
所
謂
有
人
則
満
、
無
人
則
櫨
。
閥
有
開
二
等
隷
、
無
間
農
夕
、
如
他
上
之
為

　
　
　
市
者
。
亦
或
市
貝
櫨
兼
之
、
常
日
為
市
、
蝶
蝶
則
銀
漏
櫨
也
。

⑳
　
　
凡
三
日
百
貨
一
億
、
聚
之
時
少
、
虚
之
時
多
、
故
態
虚
。
東
墨
縄
不
然
。
若

　
　
　
教
鞭
櫨
・
石
龍
櫨
・
樟
三
廻
、
皆
有
単
離
、
而
珍
名
櫨
。
毎
臼
｝
小
聚
、
三

　
　
　
日
一
大
聚
。

⑳
　
嘉
慶
『
平
話
県
士
心
』
巻
一
、
嘘
市
の
条
に
、

　
　
　
思
藍
塘
櫨
市
・
長
圃
櫨
市
・
八
尺
盤
市
・
柚
樹
雛
市
・
…
…
。

　
と
記
さ
れ
る
こ
と
か
ら
も
、
「
櫨
」
と
「
市
」
と
が
併
せ
闘
催
さ
れ
て
い
た
と
推

　
測
で
き
る
。

⑳
　
道
光
『
仏
陶
直
隷
軍
器
志
』
巻
「
、
蛾
市
の
条
に
、

　
　
　
治
西
郭
外
二
里
許
、
設
石
角
雛
、
百
工
之
庶
物
集
焉
。
舗
戸
百
数
、
常
市
外

　
　
　
血
復
期
以
一
六
之
目
門
。

　
と
あ
る
。

⑳
　
　
『
新
華
字
典
』
、
一
九
七
一
年
目
に
拠
っ
た
。

⑳
　
陳
正
祥
、
　
『
廣
東
地
誌
』
、
　
一
九
七
八
年
に
よ
る
と
、
　
一
九
五
七
年
で
は
全
省

　
の
貨
物
総
藻
露
量
中
、
約
六
〇
％
が
河
道
を
利
用
し
て
輪
送
さ
れ
た
。
明
清
代
で

　
は
河
川
運
輸
の
占
め
る
割
合
は
さ
ら
に
高
か
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

⑳
　
道
光
『
南
海
獅
噛
』
巻
十
三
、
建
置
略
五
、
蜷
市
の
条
。

　
　
　
南
海
城
郷
、
商
貨
墨
黒
、
櫨
市
之
外
、
有
行
、
有
欄
、
有
埠
頭
、
有
馬
頭
。

　
　
　
〔
中
略
〕
。
省
皆
労
、
客
舟
所
泊
、
日
馬
頭
。
貨
舟
照
照
、
日
埠
頭
、
又
日
馬

　
　
　
頭
。
有
繋
埠
・
魚
群
・
糖
歩
・
淡
歩
、
均
墳
不
備
志
。

⑫
　
こ
れ
ら
の
「
埠
」
は
道
光
『
南
海
察
志
』
に
は
、
　
「
均
環
不
備
志
」
と
掲
載
さ

　
れ
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
同
治
『
南
海
県
志
』
巻
五
・
建
置
略
二
・
置
市
の
条
に

　
は
、
「
海
錨
埠
」
・
「
毒
口
穀
埠
」
の
名
が
み
え
、
ま
た
宣
統
『
南
海
県
士
心
』
巻
六

　
・
建
置
略
・
櫨
市
の
条
に
は
、
　
「
猪
仔
埠
」
・
「
親
埠
」
・
「
柴
埠
」
等
の
名
が
み

　
え
る
。
こ
れ
は
売
買
さ
れ
る
商
贔
の
量
が
増
大
し
て
、
市
場
の
規
模
が
大
き
く
な

　
つ
た
た
め
に
、
地
方
志
に
も
掲
載
さ
れ
た
の
だ
ろ
う
。

⑳
　
光
緒
…
『
海
陽
…
県
志
』
巻
二
二
、
建
綴
略
六
、
擁
市
の
条
。

　
　
　
謹
案
、
商
賛
貨
物
輻
鞍
之
地
、
古
謂
一
挙
、
睡
眠
集
、
日
櫨
。
推
原
命
名
、

　
　
　
櫨
義
軍
也
。
聚
散
不
要
、
瞬
息
面
虚
也
。
〔
中
略
〕
。
旧
里
於
意
思
・
雲
歩
・

　
　
　
門
田
・
浮
織
・
金
石
宮
・
大
審
・
龍
湖
・
線
上
織
地
、
統
称
為
熟
。
蓋
当
時

　
　
　
郷
中
無
所
謂
市
也
。
百
数
十
年
来
、
人
煙
稠
雑
、
比
戸
列
塵
、
回
復
当
時
景

　
　
　
象
。
必
沿
旧
名
、
轄
嫌
不
類
。
今
統
殿
名
日
市
、
従
其
実
也
。

⑭
　
民
鼠
『
順
徳
県
志
』
　
（
前
掲
⑳
）
。

　
　
　
後
来
黒
糖
賊
名
、
不
免
溝
乱
。
事
大
良
之
継
大
櫨
・
陳
村
之
新
旧
盤
・
平
葛

　
　
　
之
楽
従
櫨
・
勒
楼
之
人
和
搬
、
商
店
所
在
、
即
以
櫨
名
。
如
倫
教
之
繭
綱
市
・

　
　
　
各
郷
之
蘇
市
・
容
奇
之
上
灘
市
、
難
有
定
期
亦
以
市
名
。
蓋
名
称
之
混
久
夷
。

⑳
　
民
国
『
開
平
県
志
』
　
（
前
掲
⑱
4

　
　
　
今
制
市
、
称
為
普
戴
、
無
間
大
小
、
斉
之
日
市
。

⑳
　
民
国
『
潮
州
府
志
略
』
、
擁
市
の
条
。

　
　
　
其
櫨
期
則
逐
日
・
三
日
・
四
日
・
五
日
的
有
之
。
二
大
率
以
逐
日
・
三
目
為
多
。

⑳
　
光
緒
『
四
会
一
志
』
編
二
下
、
雄
市
の
条
。

⑳
　
ま
た
、
昆
国
『
潮
州
志
』
、
実
業
志
、
商
業
の
条
の
「
各
市
県
斌
市
銀
表
」
に
も
、

　
　
　
楓
口
帯
。
一
四
七
盤
。
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明清時代，贋東の櫨と市（

　
　
　
下
郷
市
。
道
光
間
、
麗
日
郷
人
建
。
雛
期
二
五
八
。

　
　
東
田
郷
市
。
嘉
慶
間
、
東
田
各
漢
人
建
。
壌
期
二
五
八
。

　
な
ど
、
定
期
的
に
開
催
さ
れ
る
「
市
」
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

⑳
　
宣
統
『
番
禺
県
志
』
巻
十
二
、
実
業
志
、
工
商
茱
の
条
。

　
　
　
商
業
亦
盛
、
有
商
店
苗
余
闘
、
輿
新
造
・
市
橋
等
。
均
已
鼠
取
定
之
商
場
。

⑳
　
前
掲
⑳
。

　
　
　
比
之
其
他
数
日
一
集
之
壌
・
毎
日
一
集
之
市
、
徴
有
不
同
。

＠
前
掲
⑲
。

　
　
　
市
橋
、
有
商
店
千
余
聞
。

＠
　
前
掲
⑳
。

　
　
　
更
有
特
別
之
簾
市
。
則
貿
易
之
品
、
限
於
一
物
。

⑬
　
前
掲
⑳
。

　
　
　
依
期
常
開
者
、
謂
之
櫨
。
如
新
造
之
牛
櫨
・
黄
阪
之
猪
仔
盤
・
市
橋
・
薬
邊

　
　
　
之
布
櫨
是
也
。
二
時
乃
朋
者
、
謂
之
市
。
如
大
副
之
果
市
・
南
村
之
鳥
欄
市

　
　
　
・
鍾
村
・
南
村
之
花
生
欝
是
也
。

　
ま
た
康
熈
『
高
明
二
士
心
』
二
二
、
地
理
恋
、
擁
市
の
条
、
穐
岡
櫨
の
項
に
、

　
　
　
在
上
倉
歩
都
。
毎
年
八
月
三
六
九
日
藥
、
専
灘
牛
、
至
十
月
終
散
。

　
と
あ
り
、
光
緒
『
四
会
県
志
』
　
（
前
掲
⑳
）
の
地
豆
盤
の
項
に
は
、

　
　
　
在
三
甲
竹
祉
村
上
。
七
八
月
地
豆
（
落
花
生
簗
春
酒
）
築
成
乃
開
市
、
以
一

　
　
　
四
七
為
期
。

二
　
市
場
の
景
観
お
よ
び
施
設

　
と
あ
る
な
ど
、
開
催
期
間
が
限
定
さ
れ
た
「
櫨
」
も
あ
る
。

⑭
　
民
国
『
順
徳
望
志
』
　
（
前
掲
⑫
）
。

⑯
前
掲
⑫
。

　
　
　
又
按
、
県
連
各
郷
、
均
有
桑
市
、
不
能
素
数
。
謹
従
略
焉
。

⑯
　
鈴
木
智
夫
、
　
「
清
末
・
二
黒
に
お
け
る
艮
族
資
本
の
展
開
過
程
一
廣
東
の
生

　
糸
業
に
つ
い
て
一
」
、
　
（
『
中
国
近
代
化
の
社
会
構
造
』
、
東
洋
史
学
論
集
六
）
、

　
一
九
占
ハ
○
年
、
四
七
百
ハ
。

⑰
　
　
「
桑
基
魚
塘
し
あ
る
い
は
「
薦
基
魚
塘
」
・
「
果
基
魚
塘
」
と
呼
ば
れ
る
集
約

　
的
多
角
経
営
に
つ
い
て
は
、
陳
正
祥
、
　
『
廣
東
地
誌
』
、
　
一
九
七
八
年
、
　
一
四
九

　
頁
等
を
参
照
さ
れ
た
い
。

㊥
東
亜
岡
文
会
編
『
支
那
省
別
全
誌
・
蜜
蝋
省
』
一
九
一
七
年
置
六
八
二
頁
。

⑲
鈴
木
智
夫
、
r
前
掲
⑱
、
五
二
頁
、
お
よ
び
『
支
那
省
刷
全
誌
．
廣
束
省
』
、
前

　
掲
⑱
、
七
九
六
～
八
〇
四
頁
。

⑩
井
出
季
和
太
、
　
『
南
支
那
の
産
業
と
経
済
』
、
一
九
三
九
年
、
三
二
三
頁
。

＠
　
同
治
『
南
海
県
志
』
巻
五
、
建
置
注
二
、
城
市
の
条
に
は
、

　
　
　
花
環
・
鴨
欄
・
尊
長
埠
・
穀
市
・
桑
市
・
置
市
・
布
市
・
慶
陵
市
・
紗
布
櫨

　
　
　
・
舞
水
茎
櫨

　
な
ど
の
名
が
記
さ
れ
、
ま
た
宣
統
『
南
海
爾
志
』
巻
六
、
建
置
略
、
櫨
7
5
の
条
に

　
も
同
様
な
記
載
が
あ
る
。

　
加
藤
繁
氏
に
よ
る
と
、
　
「
華
北
で
は
、
市
場
は
道
路
も
し
く
は
道
路
に
続
い
た
広
場
が
あ
て
ら
れ
、
地
面
に
じ
か
に
商
品
を
な
ら
べ
て
取
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

引
き
を
行
い
、
小
屋
掛
け
す
ら
な
か
っ
た
。
」
と
い
う
。
し
か
し
、
廣
東
で
は
事
情
が
異
な
っ
て
い
た
こ
と
は
、
氏
も
指
摘
し
て
い
る
し
、
筆

者
も
前
章
で
若
干
触
れ
た
。
で
は
、
広
東
の
市
場
は
景
観
的
に
、
他
の
地
方
と
比
較
し
て
ど
の
よ
う
な
特
徴
を
有
し
て
い
た
の
だ
ろ
う
か
。
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紛
　
明
末
－
清
代
前
半

　
　
　
　
　
　
　
②

　
崇
禎
『
興
寧
祭
志
』
に
は
、
県
内
の
十
二
の
「
櫨
」
に
つ
い
て
、

　
　
大
龍
田
燈
。
瓦
舗
一
十
聞
。
芽
舗
九
十
四
間
。
舗
租
銀
二
十
四
両
二
銭
六
分
。

　
　
大
坪
櫨
。
瓦
舗
七
間
。
茅
舗
一
十
五
間
。
舗
租
銀
二
両
四
銭
二
分
六
厘
。

　
　
蓬
心
櫨
。
茅
舗
一
十
二
間
。
小
草
亭
六
間
。
舗
租
銀
四
両
八
銭
五
分
二
厘
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

な
ど
と
記
さ
れ
、
ま
た
天
啓
『
封
川
県
志
』
に
も
、
い
く
つ
か
の
「
櫨
」
や
「
埠
」
に
つ
い
て
、

　
　
浄
覚
櫨
。
在
帰
仁
郷
浄
覚
村
。
三
舎
百
余
間
。
　
　
　
　
　
二
河
埠
。
在
文
徳
郷
乾
河
村
。
皇
尊
三
十
余
間
。

な
ど
と
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
明
末
の
市
場
に
固
定
的
な
店
舗
が
在
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
前
者
の
瓦
舗
と
は
瓦
葺
き
で
造
り
の
が
っ

し
り
し
た
店
舗
、
茅
舗
と
は
カ
ヤ
葺
き
で
瓦
舗
よ
り
は
造
り
が
粗
末
な
店
舗
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
が
、
小
草
亭
に
つ
い
て
は
ど
ん
な
施
設

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

な
の
か
明
ら
か
で
な
い
。
　
『
一
遍
上
人
絵
伝
』
の
「
備
前
国
福
岡
荘
の
市
場
」
や
「
信
濃
国
伴
野
の
市
場
」
の
図
に
描
か
れ
た
吹
き
抜
け
の
掘

っ
建
て
小
屋
の
如
き
仮
屋
の
た
ぐ
い
で
は
な
か
っ
た
か
。
と
も
か
く
、
こ
れ
ら
の
下
心
・
茅
舗
・
小
草
亭
に
は
舗
租
銀
の
微
収
が
あ
っ
た
こ
と

か
ら
、
市
場
に
附
随
し
た
施
設
で
あ
っ
た
と
い
え
よ
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤

　
次
に
、
前
章
で
引
用
し
た
乾
隆
『
河
戸
県
志
』
に
は
、
　
「
古
領
・
田
田
・
黄
沙
」
の
三
市
場
に
つ
い
て
「
無
屡
」
と
附
記
さ
れ
、
建
物
（
小

屋
あ
る
い
は
店
舗
P
）
が
な
か
っ
た
こ
と
が
わ
ざ
わ
ざ
明
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
記
載
の
方
式
か
ら
、
市
場
に
は
通
常
何
ら
か
の
建
物
が
附
随
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

て
い
た
こ
と
を
推
測
で
き
よ
う
。
こ
の
こ
と
は
県
会
の
巻
一
に
附
載
の
地
図
（
第
1
図
参
照
）
を
検
討
す
る
こ
と
で
確
認
で
き
る
。
地
図
に
は
、

さ
き
の
三
布
場
以
外
の
布
場
に
例
外
な
く
家
並
み
が
描
か
れ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
地
図
か
ら
、
市
場
に
通
常
在
る
は
ず
の
建
物
が
な
か
っ
た

か
ら
こ
そ
、
県
志
は
三
市
場
に
「
無
屋
」
と
附
記
し
た
と
言
う
こ
と
が
で
き
昏
だ
ろ
う
。
た
だ
、
建
物
が
何
で
あ
り
、
ど
ん
な
用
途
に
利
用
さ

れ
て
い
た
か
に
つ
い
て
は
、
史
料
か
ら
は
わ
か
ら
な
い
が
店
舗
で
は
な
か
っ
た
だ
ろ
う
か
。

　
と
こ
ろ
で
、
道
光
『
陽
江
県
志
』
の
龍
灘
嘘
の
項
に
は
、
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明清時代，廣東の櫨と市（

　
　
康
照
二
十
三
年
に
至
っ
て
、
知
県
の
挑
従
智
は
、
商
民
を
招
来
し
、
再
び

　
　
舗
を
起
て
、
俸
給
を
干
て
て
十
干
に
銀
三
銭
を
与
え
た
。
昼
問
に
市
を
開

　
　
催
し
た
が
、
均
し
く
茅
を
縛
っ
て
屋
に
架
け
て
風
雨
を
ふ
さ
い
だ
。
後
代
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑦

　
　
人
煙
が
稠
密
に
な
り
、
瓦
屋
が
錯
雑
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。

と
あ
り
、
ま
た
民
国
『
鉱
化
県
新
誌
』
に
は
、

　
　
櫨
は
村
の
ち
ょ
う
ど
よ
い
場
所
を
囲
み
、
木
を
架
け
梁
と
し
、
茅
を
覆
っ

　
　
て
瓦
の
代
用
に
し
て
、
風
雨
を
ふ
さ
い
だ
。
太
古
の
箕
窟
を
ほ
う
ふ
つ
さ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧

　
　
せ
る
の
で
、
故
に
櫨
と
呼
ん
だ
。

と
あ
る
こ
と
か
ら
、
市
揚
に
在
っ
て
売
買
に
用
い
ら
れ
た
建
物
と
は
、

も
と
も
と
は
粗
末
な
カ
ヤ
葺
き
の
掘
っ
建
て
小
屋
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ

る
。
た
だ
「
風
雨
を
蔽
う
」
と
あ
る
か
ら
、
　
『
一
遍
上
人
絵
伝
』
の
市

場
の
よ
う
な
吹
き
抜
け
の
小
屋
で
は
な
か
っ
た
よ
う
だ
。
こ
う
し
た
小

屋
に
、
　
「
嘘
」
や
「
市
」
が
開
催
さ
れ
る
際
に
商
品
が
な
ら
べ
ら
れ
、

売
買
が
行
わ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。
華
北
と
は
異
な
り
、
市
場
に
小
屋
な

ど
施
設
が
設
け
ら
れ
た
理
由
の
ひ
と
つ
に
、
気
候
の
特
徴
の
違
い
が
あ

る
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
。
廣
東
の
よ
う
に
年
間
降
水
量
が
多
く
、

　
　
　
　
　
　
　
　
⑨

雨
天
の
日
が
多
い
地
方
で
は
、
商
品
を
雨
に
あ
て
な
い
よ
う
に
、
市
場

に
建
て
物
が
設
け
ら
れ
た
の
は
当
然
の
配
慮
で
あ
っ
た
ろ
う
。

　
市
場
に
設
け
ら
れ
た
建
物
は
「
ま
る
で
太
古
の
棄
窟
を
ほ
う
ふ
つ
さ

1）　許村約図　　　　　　　　　　　　　　　　　2）　南湖約図

　　　　　（孝；国腹に建物が描かれていないことに注意）

　第1図　幽門県地方図（乾隆11年（1746）刊「河源県志1による）
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第2関　順徳県「大岡雄」図（民圏19年（193G）刊「龍山郷志」による）

せ
る
。
」
と
形
容
さ
れ
た
よ
う
に
、
非
常
に
み
す
ぼ
ら
し
い
も
の
で
あ
っ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑩

た
と
え
ば
民
国
『
龍
山
郷
志
』
に
、
　
「
大
岡
櫨
図
」
と
し
て
、
第
2
図
の
よ

う
な
市
場
の
全
景
が
描
か
れ
た
図
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
の
が
よ
い
例
と
な
る
。

こ
の
図
か
ら
こ
の
市
場
に
は
武
帝
廟
を
中
心
に
、
廟
を
何
重
に
も
と
り
囲
む

よ
う
に
多
数
の
小
屋
が
設
け
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
れ
ら
の
小
屋

は
図
左
下
の
集
落
の
家
々
と
比
較
し
て
明
ら
か
な
よ
う
に
粗
末
な
掘
っ
建
て

小
屋
で
あ
り
、
雨
露
か
ら
商
品
を
ま
も
る
程
度
に
し
か
役
に
立
た
な
か
っ
た

の
で
は
な
い
か
。
が
、
こ
の
大
岡
嘘
の
規
模
は
東
西
十
二
丈
（
約
三
八
．
五
山

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑪

i
ト
ル
）
、
南
北
四
二
丈
（
約
一
三
四
メ
ー
ト
ル
）
あ
り
、
か
な
り
大
き
な
も
の

で
あ
っ
た
。
た
だ
、
設
立
が
唐
墨
の
昔
に
ま
で
さ
か
の
ぼ
り
、
明
代
初
め
に

図
の
位
置
に
移
設
さ
れ
た
古
い
市
場
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
図
を
、
民
国

当
時
の
情
景
そ
の
ま
ま
に
描
い
た
も
の
と
考
え
る
に
は
無
理
が
あ
る
。
当
時

の
他
の
市
場
の
景
観
も
考
慮
す
る
と
、
む
し
ろ
移
設
当
初
の
状
況
を
描
い
た

も
の
で
あ
る
と
考
え
た
方
が
自
然
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
以
上
と
り
あ
げ
た

史
料
か
ら
、
設
立
さ
れ
た
当
初
の
市
場
の
情
景
が
貧
寒
と
し
た
も
の
で
あ
っ

た
こ
と
が
判
明
し
た
。
し
か
し
、
時
代
が
下
る
に
つ
れ
て
市
場
の
景
観
に
も

変
化
が
生
じ
る
。
変
化
と
は
具
体
的
に
は
、
店
舗
や
民
家
が
市
場
に
建
ち

並
び
集
落
化
す
る
こ
と
を
い
う
が
、
節
を
あ
ら
た
め
て
述
べ
る
こ
と
に
し
た

r
い
。
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明清時代，廣東の盤と市（林）

第3表　州県別数値の時代別平均値

民国時代
20世浄己（6）

清色後半
19世沫己（5）

清尊前　半
17世紀③ 1731年（4）

36．9
（34）

2．47
（34）

28．7
（77）

1．44
（77）

14．4

（80）

O．76

（79）

18．4

（48）

O．98

（48）

明代後半
1558年（1）エ6021

6．6　1　10
（66）　（7）1　（

　　　　　　｛2）

エ602年

10，3

（74）

O．57
（74）

市場数
O．34
（66）市場密度

1
）

2
）

3
）

4
｝

5
）

6
）

7
）

資料は嘉靖37年（1558）刊「玉東通志」

資葦斗1ま万暦30年（1602）ノ亨干瓠　「贋巽｛通楚ミ」

資料は順治・康熈年間（1644～1722）に刊行の府州県志〔1700年以降刊行された地方志は6種〕

資料は雍正9年（1731）刊「廣東通志」

資料は嘉慶・道光・威豊・同治・光緒年間（1796～1908）に刊行の地方志

資料は宣統年間（1909～1911）刊行の地方志を含む

（）内は平均値を出すのに用いた州県の数

　
　
②
清
代
後
半
一
民
国
時
代

　
廣
東
の
市
場
が
、
後
代
店
舗
や
民
家
が
建
ち
並
び
、
市
揚
を
核
と
し
た
集
落
に
発
達
す
る

こ
と
は
、
こ
れ
ま
で
に
も
度
々
述
べ
た
が
、
こ
こ
で
具
体
的
に
変
化
を
た
ど
っ
て
み
よ
う
。

　
と
こ
ろ
で
、
明
代
後
半
か
ら
清
代
に
か
け
て
、
明
末
清
初
の
政
権
交
代
に
伴
う
動
乱
に
よ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

っ
て
一
時
的
に
は
廣
東
の
社
会
・
経
済
は
混
乱
に
陥
っ
た
も
の
の
、
ほ
ぼ
安
定
し
た
状
態
が

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑬

継
続
し
た
。
こ
の
間
、
人
口
の
増
加
が
著
し
く
、
万
暦
六
年
（
一
五
七
八
）
に
は
五
〇
四
万
人

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑭

で
あ
っ
た
の
が
、
報
土
九
年
（
一
七
一
三
）
に
は
＝
一
三
七
万
人
、
嘉
慶
二
四
年
（
一
八
一
九
）

　
　
　
　
　
　
　
⑱

に
は
二
一
三
九
万
人
に
ま
で
増
加
し
た
。
ま
た
耕
地
面
積
も
順
治
一
八
年
（
一
六
六
一
）
の
二

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑯

五
万
頃
か
ら
、
白
丁
二
年
頃
一
七
二
四
）
に
は
三
二
万
頃
に
増
加
し
た
。
こ
う
し
た
人
口
増
や

開
発
の
進
展
等
を
背
景
に
、
市
場
の
新
設
が
絹
次
い
だ
。
第
3
表
は
地
方
志
に
掲
載
さ
れ
た

市
場
を
州
県
毎
に
整
理
し
、
さ
ら
に
時
期
別
に
平
均
値
を
算
出
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
表

か
ら
清
代
の
中
ご
ろ
に
市
場
の
新
設
が
著
し
か
っ
た
こ
と
が
判
明
す
る
。
こ
の
間
の
出
馬
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑰
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
愈

増
加
率
は
、
石
原
潤
氏
が
分
析
し
た
河
北
省
や
森
勝
彦
氏
が
取
り
上
げ
た
山
東
省
に
お
け
る

そ
れ
を
上
ま
わ
っ
て
い
る
。
ま
た
、
州
県
毎
に
百
平
方
キ
ロ
当
り
の
市
場
数
を
算
出
し
、
第

3
図
に
図
示
す
る
と
、
市
場
の
展
開
が
省
全
体
で
一
様
で
は
な
く
、
顕
著
な
地
方
差
が
あ
る

こ
と
が
明
ら
か
と
な
る
。
明
代
後
半
か
ら
五
代
を
通
じ
て
、
珠
江
三
角
洲
一
帯
の
諸
県
の
密

度
が
全
般
に
高
く
、
中
で
も
省
都
で
あ
る
廣
州
城
の
周
り
の
南
海
・
番
禺
・
幾
十
三
三
が
極
だ

っ
て
高
い
市
場
密
度
を
示
し
て
い
る
。
次
い
で
海
岸
沿
い
の
平
原
地
方
と
海
南
島
北
部
の
諸

県
の
密
度
が
高
い
。
対
し
て
、
北
部
の
山
間
丘
陵
地
や
海
南
島
南
部
に
位
置
す
る
州
県
で
は
、
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1）　16世紀中頃 4）　18世紀前半
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憂捲’
の　　　　、

5）　19世紀前半

熱
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3）　17世紀後半

8．00以上

4．00一一7．99

2．00一一3．99

1．00－1．99

O．50－O．99

0．25－O．49

0．25未満

資料なし

　　　　　　　　　　　　　市場密度とは100平方キロ

　　　　　　　　　　　　　当りの市場数をあらわす。

第3図　廣東省における市場の展開
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明清時代，廣東の櫨と市（林）

第4図廣東の地勢

市
場
密
度
が
総
じ
て
低
く
、
市
場
の
普
及
が
遅
れ
て

い
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
こ
の
市
場
密
度
に
あ
ら
わ

れ
た
地
方
差
は
、
市
場
の
普
及
が
進
展
し
た
清
代
後

半
以
降
も
解
消
す
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。

　
こ
の
市
場
密
度
に
あ
ら
わ
れ
た
市
場
の
普
及
の
地

方
差
を
、
石
原
潤
氏
は
「
人
目
密
度
と
商
品
経
済
の

二
要
因
の
相
乗
効
果
が
地
方
的
に
偏
っ
て
あ
ら
わ
れ

　
　
　
　
　
⑲

た
結
果
で
あ
る
。
」
と
説
明
す
る
。
が
、
廣
東
で
は

地
形
的
特
徴
に
も
と
つ
く
交
通
運
輸
条
件
の
差
が
、

人
口
分
布
や
経
済
発
展
そ
し
て
市
場
密
度
等
の
地
方

差
が
出
現
す
る
上
で
大
き
く
関
与
し
て
い
る
と
考
え

ら
れ
る
。
西
方
の
省
境
地
帯
を
除
け
ば
、
ほ
と
ん
ど

平
坦
な
平
原
か
ら
成
る
河
北
省
と
は
異
な
り
、
本
省

は
第
4
図
の
よ
う
に
地
勢
は
複
雑
で
、
総
面
積
の
五

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

八
％
が
山
地
・
丘
陵
地
で
構
成
さ
れ
て
い
る
。
ま
ず

北
部
の
山
間
丘
陵
地
帯
で
は
、
河
川
に
沿
っ
た
谷
底

平
野
を
除
く
と
、
農
業
に
適
し
た
耕
地
が
ほ
と
ん
ど

な
い
上
、
人
や
物
資
の
往
来
は
大
部
分
陸
路
に
頼
ら

ざ
る
を
得
ず
、
時
間
・
労
力
を
費
す
割
に
は
大
量
に
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第5図　石城贈主國（嘉慶24年（1819）1：ll「石域県志」による）

輸
送
す
る
こ
と
が
困
難
で
あ
っ
た
。
そ
の
た
め
、
こ
れ
ら
の
地
方
の
経

済
は
低
い
水
準
で
足
踏
み
し
た
ま
ま
な
か
な
か
発
展
す
る
こ
と
が
で
き

な
か
っ
た
。
対
し
て
南
部
の
海
岸
平
野
や
三
角
洲
地
帯
で
は
、
地
勢
が

平
坦
な
上
に
、
河
川
網
が
非
常
に
よ
く
発
達
し
、
水
利
上
農
業
に
好
条

件
で
あ
り
、
ま
た
大
量
の
物
資
や
人
を
水
運
を
利
用
し
て
速
や
か
に
か

つ
縦
横
に
輸
送
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
う
し
た
条
件
が
、
こ
れ
ら
の

地
方
に
人
口
を
集
中
さ
せ
、
農
業
の
発
展
お
よ
び
商
業
化
を
お
し
進
め
、

商
品
経
済
の
郷
村
へ
の
浸
透
を
促
進
し
、
大
量
の
物
資
の
流
通
を
生
み

出
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
し
て
流
通
の
結
節
点
と
し
て
、
多
数
の
布

場
が
出
現
し
た
の
で
あ
る
。

　
さ
て
、
興
寧
県
や
封
川
県
の
よ
う
に
、
明
代
後
半
に
す
で
に
市
場
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

店
舗
や
民
家
が
建
ち
並
び
、
集
落
化
し
て
い
た
地
方
も
あ
っ
た
が
、
市

場
の
集
落
化
が
全
省
的
に
進
展
し
た
の
は
、
明
一
面
初
の
動
乱
の
し
こ

り
が
消
え
、
国
家
の
基
礎
が
固
ま
り
国
内
が
安
定
し
た
雍
正
・
乾
隆
年

間
以
降
で
は
な
か
っ
た
ろ
う
か
。
そ
れ
は
乾
隆
『
潮
州
府
志
』
の
普
寧

　
　
　
　
　
　
　
⑫

県
・
大
一
二
の
項
に
、
た
と
え
ば
、

　
　
漢
東
仔
櫨
。
県
南
四
十
里
、
減
水
山
塙
、
無
塵
舎
、
逢
市
一
木
覆
茅
、
以

　
　
為
貿
易
之
処
。
一
四
日
市
。

　
　
大
庶
…
嬬
福
。
　
県
西
六
十
里
山
、
山
八
麻
…
社
、
　
距
大
河
二
里
占
、
民
屠
㎝
鱗
所
次
、
村
店
溜
野
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明清時代，廣東の嘘と市（林）
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翔
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　 第6図　開平県「北境図」　（道光3年（1823）刊「開平県志」による）

　
　
聯
。
四
九
日
市
。

と
、
景
観
が
異
な
る
市
場
が
い
く
つ
か
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
推
定

で
き
る
。
前
者
は
掘
っ
建
て
小
屋
で
売
買
が
行
わ
れ
る
も
と
の
形
態
の

市
場
で
、
後
者
は
商
民
が
移
り
住
ん
で
集
落
化
し
た
市
場
で
あ
る
。
こ

の
地
方
志
が
編
纂
さ
れ
た
前
後
の
時
期
に
前
者
か
ら
後
者
の
姿
へ
の
変

化
が
す
す
ん
だ
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
。
　
ま
た
嘉
慶
『
石

　
　
㊧
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

城
県
志
』
（
第
5
図
）
・
道
光
『
開
平
県
志
』
（
第
6
図
）
や
道
光
『
高
州

　
㊧
府
志
』
等
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
地
図
に
は
、
全
て
の
市
場
に
家
並
み
が

描
か
れ
て
お
り
、
こ
れ
ら
の
地
方
志
が
編
纂
さ
れ
た
以
前
の
時
期
、
す

な
わ
ち
雍
正
・
乾
隆
年
間
の
時
期
に
市
場
が
市
場
集
落
あ
る
い
は
市
場

町
に
姿
を
変
え
た
と
推
測
で
き
る
。
　
さ
ら
に
光
緒
『
四
会
県
志
』
　
の

隆
慶
市
の
項
に
、
　
「
仁
宗
嘉
慶
二
年
丁
已
に
舗
戸
百
六
七
十
間
を
設
け

㊧る
。
」
と
あ
り
、
ま
た
同
治
『
番
禺
県
志
』
の
黄
肢
嘘
の
項
に
は
、
「
嘉

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

慶
十
九
年
に
舗
四
百
余
り
を
建
て
る
。
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
市
場
の

新
設
に
際
し
て
、
町
立
て
を
行
っ
た
場
合
も
あ
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

　
こ
の
よ
う
に
、
清
代
後
半
に
は
市
場
の
集
落
化
が
顕
著
と
な
り
、
店

舗
が
数
百
戸
も
あ
る
規
模
の
大
き
な
市
場
集
落
が
い
く
つ
も
あ
ら
わ
れ

⑳
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㊧

た
。
　
た
と
え
ば
石
城
県
の
安
舗
櫨
は
雍
正
『
廣
東
通
志
』
に
「
暗
舗

嘘
」
と
し
て
初
出
す
る
県
内
で
は
比
較
的
新
し
い
市
場
で
あ
る
。
し
か
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第7國　石城県「安舗櫨」図（光緒18年（1872）刊「石城県志」による）

し
、
こ
の
市
場
は
県
内
交
通
の
動
脈
で
あ
る
九
州
江
の
河
口
付
近
に
立
地
し

た
こ
と
か
ら
、
県
内
外
の
商
品
の
集
散
の
要
と
し
て
他
の
市
場
に
比
べ
て
発

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

達
が
著
し
く
、
民
国
『
石
城
県
志
』
に
は
舗
戸
数
が
一
千
七
百
戸
の
県
内
第

一
の
都
市
と
し
て
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
第
7
図
は
光
緒
年
配
の
安
舗
嘘

　
⑳
の
図
で
あ
る
が
、
高
城
都
市
の
よ
う
に
外
壁
は
な
い
も
の
の
、
内
部
は
い
く

つ
も
の
街
区
に
区
画
さ
れ
て
お
り
、
す
で
に
都
市
的
集
落
に
発
達
し
て
い
た

こ
と
が
知
ら
れ
る
。
し
か
し
、
こ
う
し
た
市
場
の
集
落
化
は
珠
江
三
角
洲
を

は
じ
め
海
岸
沿
い
の
先
進
地
方
で
は
比
較
的
早
く
進
行
し
た
が
、
　
『
廣
東
全

省
地
方
紀
要
』
の
連
山
県
の
項
に
、

　
　
本
県
に
は
大
工
帯
は
な
く
、
僅
か
に
小
櫨
集
が
あ
る
だ
け
で
あ
る
。
〔
中
略
〕
。

　
　
以
上
の
各
嘘
の
商
舗
は
、
少
な
い
も
の
で
数
間
、
多
い
も
の
で
も
五
十
余
間
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

　
　
す
ぎ
な
い
。
営
業
は
集
期
に
限
ら
れ
、
平
日
は
売
買
す
る
人
は
い
な
い
。

と
記
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
北
部
の
山
間
僻
地
で
は
、
民
国
時
代
に
お
い
て

も
多
く
の
市
場
は
、
集
落
へ
の
発
達
が
朱
成
熟
で
あ
っ
た
。

　
と
こ
ろ
で
郷
村
の
市
場
で
は
、
売
買
の
か
な
り
の
部
分
を
、
郷
民
に
よ
る

農
産
物
や
手
工
芸
品
の
販
売
が
占
め
て
い
た
。
彼
ら
に
は
市
場
で
生
産
物
を

売
る
他
に
は
、
現
金
を
得
る
術
が
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
　
た
と
え
ば
宣
統

『
番
禺
県
志
』
に
は
、

　
　
各
郷
の
田
で
、
一
場
に
近
い
も
の
は
、
一
一
に
出
荷
で
き
る
と
い
う
有
利
性
を
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明清時代，廣東の櫨と市（

　
　
　
も
っ
て
、
（
扇
島
瓜
豆
を
次
々
に
種
を
か
え
て
筆
難
山
）
植
え
る
も
の
が
多
い
。
あ
る
い
は
冬
耕
の
後
に
、
疏
・
薮
・
薯
・
芋
・
落
花
生
等
を
雑
植
し
、
荒
漱
を

　
　
　
補
う
。

と
あ
り
、
市
場
の
需
要
に
応
じ
て
農
業
を
営
む
郷
民
の
姿
が
描
か
れ
て
い
る
。
郷
民
は
主
に
「
嘘
」
の
開
催
日
に
生
産
物
を
市
場
に
持
ち
込
ん

　
　
　
　
　
　
⑭
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

で
い
た
よ
う
だ
。
そ
し
て
前
述
の
掘
っ
建
て
小
屋
に
な
ら
べ
て
売
買
を
行
っ
て
い
た
。
時
代
が
下
っ
て
、
市
揚
が
集
落
化
し
た
後
も
「
櫨
亭
」

　
　
　
　
⑳
　
　
　
　
⑰

や
「
市
房
」
・
「
約
亭
」
な
ど
が
、
郷
民
が
生
産
物
を
売
買
す
る
場
と
し
て
利
用
に
供
さ
れ
て
い
た
の
だ
ろ
う
。
こ
れ
ら
の
施
設
の
形
態
や
講
造

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

は
ほ
と
ん
ど
明
ら
か
で
な
い
が
、
民
国
『
鳥
山
忠
義
郷
志
』
に
、
「
嘘
に
廊
あ
り
。
廊
に
区
あ
り
。
貨
は
区
を
も
っ
て
集
ま
る
。
」
と
あ
る
こ
と

か
ら
、
売
買
の
便
宜
上
、
嬢
廊
（
亭
）
の
内
部
は
、
商
品
の
種
類
毎
に
区
画
さ
れ
て
い
た
こ
と
は
わ
か
る
。

①
加
藤
繁
、
前
章
註
①
、
五
五
二
一
五
五
三
頁
を
要
約
。

②
崇
禎
『
興
寧
県
志
』
巻
一
、
地
白
、
櫨
市
の
条
。

③
　
天
啓
『
封
川
県
志
臨
、
建
置
志
、
櫨
市
の
条
。

④
　
『
一
遍
上
人
絵
伝
』
　
（
京
都
、
歓
喜
光
毒
蔵
）
　
『
日
本
絵
巻
物
集
成
』
二
二
、

　
一
九
三
二
年
参
照
。

⑤
　
前
章
註
動
。

⑥
前
掲
⑤
、
巻
一
、
地
図
。

⑦
道
光
『
蟹
江
県
志
』
巻
　
、
輿
地
憲
、
尾
翼
の
条
。

　
　
　
至
康
熈
二
十
三
年
、
知
県
嬬
従
智
、
招
来
商
民
復
三
塁
、
掲
俸
毎
間
給
銀
参

　
　
　
銭
。
但
日
中
為
市
、
均
以
車
上
架
麗
柳
蔽
風
雨
。
迫
後
人
煙
稠
密
、
間
亦
有

　
　
　
瓦
屋
錯
雑
。

⑧
　
民
園
『
従
化
県
新
誌
』
、
張
城
雛
市
志
。

　
　
　
嘘
者
於
村
園
適
中
之
地
、
架
木
為
梁
、
覆
茅
代
瓦
、
以
蔽
風
雨
。
髪
鈴
太
古

　
　
　
之
箕
窟
也
。
故
日
櫨
也
。

⑨
　
た
と
え
ば
、
廣
州
市
で
は
、
　
九
〇
七
年
1
㎝
九
二
四
年
の
閻
の
記
録
に
よ
る

　
と
、
年
間
降
雨
臼
数
は
一
三
〇
日
に
お
よ
ぶ
。
特
に
、
五
月
～
八
月
の
間
は
月
の

　
半
分
以
上
が
降
雨
日
と
な
る
。

⑩
民
國
『
罷
山
郷
志
』
巻
一
、
輿
地
略
。

⑪
　
前
掲
⑩
。
　
「
旧
志
大
岡
櫨
図
説
」
に
よ
る
。

⑫
　
特
に
台
湾
に
拠
っ
た
郵
成
功
の
抵
抗
運
動
を
封
じ
る
た
め
に
、

　
定
め
ら
れ
た
遷
海
令
は
、
屈
大
均
の
『
廣
爽
新
語
臨
に
、

　
　
　
　
遷
海

　
　
　
専
東
瀕
海
、
其
晟
多
居
水
郷
。
十
里
許
、
親
有
郡
家
二
村
、

　
　
　
唐
・
宋
以
来
、
田
南
丘
墓
、

　
　
　
命
。
歳
壬
寅
二
月
、
県
有
遷
民
之
令
。

　
　
　
行
邊
微
、
令
掃
海
輿
図
徒
内
地
五
十
黒
、

　
　
　
折
界
、
期
三
目
鍵
夷
其
地
、
空
其
人
属
。
棄
費
摘
累
、

　
　
　
棲
、
死
亡
載
道
者
、
以
数
十
萬
計
。

　
と
あ
り
、
廣
東
に
非
常
に
大
き
な
打
撃
を
与
え
た
。

⑬
陳
正
祥
、
『
慶
東
地
誌
』
、
一
九
七
八
年
、
七
二
頁
。

⑭
道
光
『
廣
東
通
志
』
巻
九
〇
・
九
一
、
輿
地
略
八
、

　
た
。

一
六
六
一
年
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
千
家
之
砦
。
自

子
墨
斑
守
之
勿
替
。
魚
顕
無
職
之
利
籍
、
四
生

　
　
　
満
洲
科
韓
語
・
介
山
二
大
人
者
、
親

　
　
　
　
以
絶
接
濟
壁
甘
粕
患
。
於
是
魔
兵

　
　
　
　
　
　
　
　
　
倉
卒
奔
逃
、
野
庭
露

戸
口
の
条
よ
り
集
計
し
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⑮
　
　
『
中
国
近
代
農
業
史
資
料
』
第
一
輯
、
一
九
五
七
年
、
九
頁
。

⑯
前
掲
⑯
、
穴
十
頁
。
な
お
一
嫡
嗣
は
速
耳
・
七
ヘ
ク
タ
ー
ル
に
相
当
す
る
。

⑰
石
原
潤
、
「
河
北
省
に
お
け
る
明
・
清
・
恥
国
隣
代
の
定
期
市
一
分
布
・
階

　
層
お
よ
び
中
心
集
落
と
の
関
係
に
つ
い
て
一
」
、
（
『
地
理
学
評
論
』
四
六
i
四
）
、

　
｝
九
七
三
年
。

⑱
　
森
勝
彦
、
　
「
十
代
か
ら
民
国
に
至
る
山
東
雀
の
定
期
市
」
、
　
（
『
筑
波
大
学
歴
史

　
地
理
学
研
究
会
会
数
励
』
一
）
、
一
九
七
八
年
。

⑲
石
原
潤
、
前
掲
⑰
、
二
五
三
一
二
五
四
頁
。

⑳
山
泉
、
『
贋
東
臨
、
一
九
七
入
年
、
三
頁
。

⑳
　
そ
の
他
、
康
熈
『
乳
源
県
志
』
巻
二
、
定
鰯
志
、
街
市
の
条
の
管
埠
市
の
項
に
、

　
　
　
踏
査
商
民
雑
居
五
百
里
家
。

　
と
あ
り
、
ま
た
康
熈
『
恵
来
県
志
』
巻
二
、
彊
城
志
、
市
鎮
の
条
の
龍
江
布
の
項

　
に
、

　
　
　
在
龍
江
舗
前
、
水
陸
輻
蔭
為
邑
測
量
云
。

⑫
乾
隆
『
潮
州
府
志
』
巻
十
四
、
櫨
市
の
条
に
は
、
さ
ら
に
、

　
　
　
軍
捕
嬬
仙
。
県
南
軟
綱
十
・
墨
一
、
減
水
山
野
甲
、
無
自
村
店
脇
途
市
、
蔽
脚
民
架
木
覆
茅
。
三

　
　
　
六
九
日
市
。

　
　
　
太
平
櫨
。
県
南
四
十
里
、
旧
在
同
仁
被
風
。
康
煕
甲
寅
年
譜
設
新
村
近
河
之

　
　
　
地
。
郷
民
環
慮
、
塵
舎
稠
密
。
一
四
七
日
市
。

　
　
　
白
喉
櫨
。
県
南
六
十
里
、
白
喉
甲
羅
爾
地
與
楓
朗
同
仁
相
接
。
郷
民
輻
湊
、

　
　
　
市
店
縦
横
。

　
な
ど
、
景
観
が
異
な
る
｛
群
鶴
の
記
載
が
あ
る
。

⑳
嘉
慶
『
石
域
爾
志
』
巻
首
、
輿
図
。

＠＠＠
道
光
『
開
平
累
志
』
巻
一
、
諸
國
。

道
光
『
高
州
府
志
』
巻
一
、
輿
図
。

前
章
註
⑰
、
隆
慶
市
の
項
。

　
仁
幽
ホ
嘉
慶
二
年
丁
B
、
設
舗
一
戸
百
六
七
∴
1
間
。

㊧
　
問
治
『
番
自
県
志
』
巻
十
八
、
建
置
略
五
、
城
市
の
条
、
黄
阪
蟹
の
項
。

　
　
　
在
黄
阪
村
甫
里
余
、
嘉
慶
十
九
年
母
舗
賜
田
余
。

⑱
　
道
光
『
英
徳
県
志
』
巻
六
、
建
概
略
下
、
櫨
市
の
条
に
、

　
　
　
望
夫
岡
壌
。
在
県
東
三
十
黒
。
地
勢
平
蕨
、
商
民
下
屋
数
善
戸
。
蘇
杭
雑
貨

　
　
　
備
、
土
産
薬
材
湘
董
穀
麦
花
生
尤
多
。
櫨
期
二
五
八
目
。

　
　
　
横
石
塘
雛
。
同
県
北
五
十
里
、
下
隅
図
由
観
音
坑
入
二
十
里
。
暴
騰
囲
統
中
、

　
　
　
商
艮
舗
舎
数
百
戸
。
雑
貨
斉
備
、
山
茶
平
信
豆
麦
花
生
倶
有
、
貯
叢
誌
彩
。

　
　
　
櫨
期
三
穴
九
日
。

　
　
　
黄
土
坑
櫨
。
又
名
王
城
口
壇
。
撹
坑
櫨
対
岸
絹
工
数
里
。
舗
店
数
輩
間
、
市

　
　
　
柴
炭
穀
米
。

　
　
　
大
鎮
櫨
。
在
県
東
七
十
里
黄
塘
郷
。
舗
戸
数
否
、
貨
物
具
備
、
狸
豆
穀
麦
尤
多
。

　
と
あ
る
。

＠
雍
正
『
廣
東
通
志
』
巻
十
八
、
坊
都
志
。

⑳
民
国
『
石
城
県
志
』
、
「
石
城
県
全
図
」
。

⑳
　
光
緒
『
石
城
梁
志
』
巻
一
、
輿
地
図
説
。

⑫
廣
東
民
政
庁
、
『
廣
東
全
省
地
方
紀
要
』
、
一
九
三
四
年
、
第
二
部
。

　
　
　
眼
属
無
大
鎮
市
、
僅
有
小
櫨
集
。
〔
中
略
〕
。
以
上
各
搬
商
舗
、
少
者
僅
数
閥
、

　
　
　
多
難
亦
不
過
五
十
余
問
。
営
業
限
於
集
期
、
平
日
無
人
買
売
。

㊥
　
前
章
註
⑳
巻
十
二
、
実
業
志
、
農
業
、
農
域
。

　
　
　
附
域
東
北
一
帯
、
民
多
為
麟
、
疏
果
瓜
豆
、
悶
十
悪
種
、
以
供
城
市
。
即
各

　
　
　
郷
之
田
、
有
地
近
態
場
、
取
其
得
利
捷
速
、
亦
多
植
之
。
或
於
冬
耕
之
後
、

　
　
　
雑
植
疏
・
蔽
・
薯
・
芋
・
落
花
生
等
、
馳
駅
荒
場
。

⑭
前
章
註
＠
に
「
遠
方
成
集
」
と
あ
り
、
ま
た
、
菊
三
豊
⑱
に
「
利
四
方
」
、
康

　
煕
『
紹
州
麻
志
』
巻
三
、
関
梁
態
市
の
条
に
、
「
四
方
貨
集
」
等
と
、
「
櫨
」
に

　
つ
い
て
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
　
「
櫨
」
の
開
催
日
に
郷
艮
が
生
産
物
を
市
場

　
に
運
び
込
み
、
商
人
も
そ
の
日
に
買
い
上
げ
る
た
め
に
多
数
参
集
し
た
と
推
測
さ

　
れ
る
。
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明清時代，廣東の嘘と市（林）

魎
　
前
掲
⑳
、
燕
塘
櫨
の
項
に
、

　
　
在
燕
塘
村
。
近
痩
触
書
、
無
実
舗
。
惟
蓋
籔
亭
以
便
貿
易
。

　
と
あ
る
。

⑳
　
康
熈
『
臨
高
県
志
』
巻
三
、
建
置
志
、
櫨
市
の
条
、
東
門
宙
の
頂
に
、

　
　
暇
有
臨
江
橋
之
爽
。
知
県
陳
垂
、
改
於
県
治
前
。
蓬
田
祖
、
改
於
治
東
門
内
。

　
　
然
皆
露
処
、
遇
暑
雨
轍
無
避
。
齪
煕
四
十
二
年
、
知
県
奨
庶
、
絹
蓋
市
房
。

　
　
商
民
便
之
。

三
　
市
場
の
設
立
・
運
営

　
と
あ
る
。

⑰
　
威
豊
『
環
山
県
域
』
巻
践
、
建
遣
六
、
都
市
の
条
、
雷
虎
市
の
項
に
、

　
在
本
都
。
乾
隆
初
、
呉
激
賢
摘
地
設
井
建
約
亭
。

　
と
あ
る
。

⑳
　
民
国
『
仏
山
忠
義
郷
志
』
巻
一
、
輿
地
、
搬
市
の
条
。

　
　
櫨
有
廊
、
廊
有
区
。
貨
以
凝
聚
。

　
本
章
で
は
、
市
場
を
設
立
し
、
あ
る
い
は
市
場
を
利
用
し
て
売
買
を
行
っ
た
人
々
の
活
動
を
通
し
て
、
市
場
が
地
方
社
会
の
中
で
受
け
も
っ

た
役
割
を
考
察
す
る
。
そ
し
て
、
地
方
の
物
資
の
流
通
を
促
進
し
て
経
済
活
動
を
活
発
に
す
る
市
場
本
来
の
役
割
に
加
え
て
、
郷
村
で
様
々
な

社
会
関
係
が
結
ば
れ
機
能
す
る
上
で
、
市
場
が
果
た
し
た
社
会
的
役
割
を
も
明
ら
か
に
し
た
い
。

　
　
㈲
市
場
の
設
立

　
再
び
加
藤
愈
愈
に
よ
る
と
「
嶺
南
で
『
櫨
市
を
設
立
す
る
』
と
は
、
敷
地
を
買
い
亭
廊
を
建
て
る
こ
と
を
指
し
、
平
民
あ
る
い
は
一
村
の
協

力
あ
る
い
は
姦
響
の
共
同
に
よ
・
て
設
立
さ
れ
如
・
」
と
い
う
こ
と
で
・
ま
た
露
営
蔀
氏
は
西
川
で
は
蕩
の
書
留
は
荷

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

人
の
特
志
老
』
・
『
地
方
行
政
官
』
・
『
特
定
の
姓
の
人
々
』
の
三
つ
の
場
合
が
あ
っ
た
。
」
と
述
べ
る
。
こ
れ
ら
の
両
氏
の
見
解
を
参
考
に
し

て
以
下
史
料
を
検
討
し
よ
う
。

　
ま
ず
民
国
『
項
山
県
志
』
の
永
都
市
の
項
に
は
、

　
　
　
乾
隆
初
年
、
永
騎
西
墾
十
七
村
の
富
民
が
、
土
地
を
購
入
し
創
建
し
た
。
そ
の
細
石
、
漁
場
は
ま
だ
あ
ま
り
発
達
し
な
か
っ
た
が
、
近
時
は
貿
易
が
非
常

　
　
　
　
　
　
　
　
③

　
　
　
に
盛
ん
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

と
あ
る
の
を
は
じ
め
、
数
ケ
村
の
郷
民
が
共
同
し
て
土
地
を
購
入
あ
る
い
は
借
地
し
て
市
場
を
設
立
し
た
例
が
い
く
つ
か
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
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前
述
し
た
よ
う
に
、
売
買
の
た
め
の
施
設
が
市
場
に
は
附
属
し
て
い
た
か
ら
、
市
場
の
設
立
に
は
敷
地
を
用
意
す
る
だ
け
で
な
く
、
建
物
の
建

築
が
必
要
で
あ
っ
た
。
だ
か
ら
、
累
々
が
共
同
し
な
け
れ
ば
市
場
設
立
に
必
要
な
費
用
や
労
働
を
負
担
で
き
な
か
っ
た
の
だ
ろ
う
。
諾
々
が
共

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑦

期
し
た
例
は
他
に
同
治
『
番
禺
県
志
』
、
同
治
『
南
海
県
志
』
、
光
緒
『
掲
陽
県
志
』
等
に
記
さ
れ
て
い
る
が
、
数
と
し
て
は
あ
ま
り
多
く
な
か

っ
た
よ
う
だ
。

　
次
に
同
じ
姓
を
も
つ
人
々
に
よ
っ
て
設
立
さ
れ
た
例
と
し
て
、
嘉
慶
『
澄
遮
県
令
』
の
福
山
市
の
項
に
、
　
「
旧
は
森
山
市
と
よ
ば
れ
、
那
抽

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧

都
に
あ
る
。
万
暦
年
間
に
王
姓
の
人
々
が
招
集
し
た
。
」
と
あ
り
、
ま
た
乾
隆
『
増
城
県
志
』
の
派
潭
櫨
の
項
に
は
、
　
コ
ニ
六
十
の
日
に
集
ま

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑨

る
。
下
樋
は
熊
姓
の
人
々
の
祖
業
に
よ
る
。
」
と
あ
る
な
ど
、
ま
ず
単
一
の
姓
の
人
々
が
設
立
し
た
市
場
が
知
ら
れ
る
。
こ
う
し
た
例
は
他
に

　
　
　
　
　
⑩

民
国
『
薩
州
志
』
に
も
あ
る
が
、
む
し
ろ
複
数
の
姓
の
人
々
が
共
同
で
設
立
し
た
場
合
の
方
が
多
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
　
た
と
え
ば
、
光
緒

『
定
安
県
士
心
』
の
嶺
口
市
の
項
に
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑪

　
　
旧
は
三
象
肢
と
よ
ば
れ
、
雷
一
図
に
あ
る
。
康
煕
初
年
、
莫
・
張
・
龍
の
三
下
の
人
々
が
地
を
捕
て
て
遽
愛
し
た
。
甲
幽
静
庚
壬
の
良
に
集
ま
る
。

と
あ
り
、
ま
た
民
国
『
恩
平
県
志
』
の
楊
橋
新
市
の
項
に
、

　
　
楊
橋
撹
と
二
里
距
て
、
二
七
の
臼
を
櫨
期
と
す
る
。
こ
の
嘘
は
薪
姓
の
人
々
の
税
地
で
あ
る
。
民
国
七
年
戊
午
に
薪
・
伍
・
葉
・
李
・
陳
・
呉
の
六
姓
の

　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

　
　
人
々
が
建
立
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑬
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑭

と
あ
る
。
こ
れ
ら
の
他
に
も
光
緒
『
電
白
県
志
』
や
光
緒
『
高
州
平
戸
』
な
ど
に
も
例
が
い
く
つ
か
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

　
と
こ
ろ
で
、
道
光
『
廉
州
府
志
』
の
古
衛
民
嘘
の
項
に
は
、

　
　
乾
隆
四
十
年
、
早
言
の
康
墨
田
は
、
形
家
が
城
の
東
方
に
空
寂
地
が
あ
っ
て
は
い
け
な
い
と
言
う
の
で
、
民
を
率
い
て
塵
舎
二
百
余
間
を
築
い
て
商
質
を

　
　
　
　
　
⑮

　
　
招
来
し
た
。

と
あ
り
、
知
府
が
率
先
し
て
市
場
を
設
立
し
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
こ
の
よ
う
に
知
府
あ
る
い
は
知
県
な
ど
行
政
玉
上
が
主
導
し
て
市
場
を
設

立
し
た
例
は
非
常
に
多
く
、
同
治
『
翻
州
府
志
』
の
南
窯
業
の
項
に
「
南
門
外
に
あ
る
。
叩
肉
二
四
年
、
江
府
の
康
芝
繋
・
知
県
の
秦
煕
詐
が

94 （94）



閉清時代，廣東の盤と市（

　
　
　
⑯

創
建
し
た
。
」
と
あ
り
、
ま
た
康
煕
『
廉
州
府
志
』
の
宋
衆
説
の
項
に
は
、
「
県
の
西
一
百
里
に
あ
る
。
壬
子
年
に
知
県
の
林
長
存
が
新
た
に
設

　
　
⑰
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑱
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑲
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

難
し
た
。
」
と
あ
る
他
に
天
啓
『
謡
曲
県
志
』
、
康
熈
『
高
明
県
南
』
、
民
国
『
英
徳
県
志
』
、
康
熈
『
紹
州
府
志
』
な
ど
に
多
数
の
例
が
掲
載
さ

れ
て
い
る
。
ま
た
、
知
県
を
は
じ
め
行
政
官
僚
は
市
場
を
新
設
す
る
だ
け
で
は
な
く
、
た
と
え
ば
康
熈
『
紹
州
府
志
』
の
清
平
市
の
項
に
、

　
　
城
の
北
方
に
、
贈
呈
二
十
六
年
、
知
府
の
陳
大
論
が
創
建
し
、
亭
を
築
き
、
隅
を
豊
て
た
。
明
末
に
憲
証
の
た
め
に
廃
止
さ
れ
た
。
〔
中
略
〕
。
本
朝
、
知

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㊧

　
　
府
の
馬
元
が
復
興
し
た
。
毎
月
五
十
の
日
を
期
と
す
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㊧

と
あ
り
、
ま
た
崇
禎
『
廉
州
府
志
』
の
広
斉
蜷
の
項
に
、
　
¶
旧
は
大
雲
寺
の
前
に
あ
っ
た
が
、
知
県
の
林
錦
が
長
春
門
の
外
に
遷
し
た
」
と
あ

る
よ
う
に
、
一
度
廃
絶
さ
れ
た
市
揚
を
復
興
し
た
り
、
市
場
を
他
の
場
所
へ
移
設
さ
せ
る
こ
と
も
行
っ
た
。
さ
ら
に
、
墜
緒
『
澄
遮
県
志
』
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

龍
獄
市
の
項
に
、
「
同
治
年
間
に
謝
・
林
・
梁
の
賜
姓
の
人
々
が
官
論
を
請
い
、
こ
れ
ら
の
姓
の
人
々
が
招
集
し
た
。
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
加
藤

　
　
　
　
　
　
　
　
㊧

氏
が
指
適
し
た
よ
う
に
、
行
政
官
僚
は
民
間
人
が
市
場
を
新
設
す
る
際
に
、
そ
れ
を
認
許
す
る
権
限
を
有
し
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
そ
の

際
、
他
の
既
設
の
市
場
と
の
問
に
あ
つ
れ
き
が
生
じ
な
い
よ
う
に
場
所
や
「
嘘
」
の
開
催
子
等
を
調
整
し
た
上
で
新
設
を
認
め
た
の
で
あ
ろ
う
。

　
最
後
に
特
定
の
個
人
が
市
場
を
設
立
し
た
例
を
と
り
あ
げ
よ
う
。
ま
ず
、
同
治
『
番
至
聖
志
』
の
羅
岡
染
の
項
に
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㊧

　
　
明
の
宣
徳
年
間
に
里
人
の
鍾
守
分
・
鍾
賞
勲
な
ど
が
中
心
と
な
り
、
店
舗
を
思
余
り
建
て
て
設
立
し
た
。

と
あ
り
、
民
国
『
慶
肉
古
志
』
に
は
、
ま
ず
龍
蔭
市
の
項
に
「
丙
辰
年
に
呉
登
裕
・
林
悉
無
ら
が
民
衆
を
招
集
し
て
設
立
し
、
貿
易
の
便
を
図

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
た
　
　
カ

う
た
。
」
、
同
じ
く
威
諒
市
の
項
に
は
、
　
「
乾
隆
年
間
に
樹
幹
の
宏
仁
が
土
地
を
寄
付
し
て
設
立
し
た
。
」
ま
た
文
嶺
市
の
項
に
は
「
光
緒
三
十

　
　
　
、
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

三
年
に
監
生
の
怨
讐
邦
・
周
汝
爾
ら
が
人
々
を
招
集
し
て
創
建
し
た
。
」
と
あ
る
。
さ
ら
に
民
国
『
開
平
書
志
』
の
楼
岡
市
の
項
に
は
、

　
　
　
　
　
　
　
　
、
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑱

　
　
民
国
十
九
年
に
郷
紳
の
呉
鼎
新
は
、
市
場
が
狭
一
役
に
立
た
な
い
の
で
、
そ
の
南
方
に
仁
平
を
展
難
し
、
堤
を
築
き
、
街
を
開
い
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
・
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㊧

と
あ
り
、
ま
た
光
緒
『
掲
受
払
志
』
の
野
口
市
の
項
に
、
　
「
乾
隆
六
十
年
、
馬
丁
の
江
鳳
鳴
は
斗
称
を
官
給
し
て
式
と
す
る
こ
と
を
請
う
た
。
」

と
あ
る
。
こ
れ
ら
敷
地
を
提
供
し
、
建
物
を
建
築
し
て
市
場
を
設
立
し
た
人
々
は
、
設
立
に
要
す
る
多
額
の
費
用
を
負
担
す
る
こ
と
が
で
き
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

富
裕
階
層
に
他
な
ら
ず
、
多
く
は
在
郷
の
地
主
層
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
、
そ
の
肩
書
に
監
生
・
置
生
・
郷
紳
あ
る
い
は
郡
紳
と
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附
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
単
な
る
地
主
で
は
な
く
、
官
僚
層
と
結
び
つ
い
た
い
わ
ゆ
る
郷
紳
地
主
で
あ
っ
た
。
休
退
職
の
官
僚
や
官
僚
予

備
軍
を
主
体
と
し
、
彼
ら
の
持
つ
特
権
、
す
な
わ
ち
徹
宝
の
粗
忽
に
よ
っ
て
地
主
と
し
て
台
頭
し
た
露
盤
は
、
単
な
る
地
主
調
佃
戸
上
の
地
位

だ
け
で
な
く
、
官
僚
体
系
に
接
触
す
る
が
故
に
他
の
地
主
層
・
自
作
農
層
を
も
支
配
可
能
な
位
置
に
あ
る
地
主
で
あ
る
。
そ
し
て
清
代
の
郷
村

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑪

社
会
を
実
質
的
に
支
配
し
た
の
が
こ
の
郷
紳
で
あ
っ
た
と
い
う
。

　
こ
う
し
た
清
女
郷
村
の
支
配
関
係
を
考
え
に
入
れ
る
と
、
次
の
こ
と
が
心
え
る
の
で
は
な
い
か
。
す
な
わ
ち
、
前
に
述
べ
た
複
数
の
村
々
や

伺
姓
の
人
々
の
共
同
に
よ
っ
て
市
場
が
設
立
さ
れ
た
場
合
も
、
そ
の
設
立
を
主
導
し
、
費
用
を
実
際
に
負
担
し
た
の
は
こ
れ
ら
郷
紳
層
で
は
な

か
っ
た
か
。
ま
た
行
政
官
僚
の
手
に
よ
っ
て
設
立
さ
れ
た
市
場
も
、
そ
の
設
立
に
際
し
て
は
郷
紳
層
の
意
図
が
強
く
は
た
ら
い
た
の
で
は
な
い

か
。
つ
ま
り
市
場
の
設
立
を
主
導
し
た
の
は
実
は
地
方
官
僚
と
郷
紳
層
に
属
す
る
人
々
で
あ
っ
た
と
い
え
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

　
と
こ
ろ
で
、
山
根
幸
夫
氏
は
「
郷
村
を
実
質
的
に
支
配
し
市
場
を
掌
握
し
て
い
た
の
は
、
郷
紳
で
も
端
縫
・
粟
生
層
で
は
な
か
っ
た
か
。
」

と
述
べ
て
い
る
。
上
級
郷
紳
に
は
域
紳
化
・
不
在
地
主
化
す
る
傾
向
が
強
か
っ
た
の
に
対
し
、
生
娘
層
に
は
在
地
地
主
と
し
て
土
地
に
密
着
し

て
い
た
者
が
多
か
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
し
か
し
、
市
場
の
新
設
に
際
し
て
、
そ
の
裁
可
の
権
限
を
握
る
知
短
毛
行
政
官
僚
に
働
き
か
け
る
こ
と

が
で
き
る
だ
け
の
影
響
力
を
有
し
て
い
た
の
は
、
む
し
ろ
退
職
宮
僚
や
被
土
・
挙
人
と
い
っ
た
上
級
郷
紳
層
で
は
な
か
っ
た
ろ
う
か
。

　
さ
て
、
郷
紳
層
は
表
向
き
に
は
「
以
便
貿
易
」
や
「
背
黒
郷
民
」
と
い
う
目
的
を
掲
げ
て
市
揚
を
設
立
し
た
が
、
費
用
の
負
担
の
大
き
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
鐙
　
　
　
　
　
⑭

市
場
の
設
立
の
目
的
は
、
そ
ん
な
社
会
事
業
な
ど
に
あ
っ
た
の
で
は
な
か
っ
た
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
。
山
根
幸
夫
氏
・
森
田
明
氏
は
共
に

「
市
場
の
設
立
は
商
業
活
動
を
掌
握
す
る
た
め
の
手
段
で
あ
り
、
暴
利
を
貧
る
こ
と
が
そ
の
目
的
で
あ
っ
た
。
」
と
論
じ
て
い
る
が
、
た
し
か

に
、
た
と
え
ば
万
暦
『
順
徳
県
志
』
に
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑮

　
　
雛
市
の
大
き
な
も
の
は
、
豪
殖
の
徒
が
、
そ
の
勢
力
で
も
っ
て
百
物
を
招
来
し
塵
し
て
税
を
と
り
た
て
て
い
た
。

と
あ
り
、
ま
た
屈
大
均
の
『
廣
菓
新
語
』
の
虚
の
項
に
は
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

　
　
豪
殖
の
徒
が
、
役
財
を
兼
併
し
、
村
人
に
力
を
も
っ
て
あ
た
り
、
収
奪
を
ほ
し
い
ま
ま
に
し
、
山
海
の
利
を
独
占
し
た
。
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明清時代，廣東の雄と市（林）

と
あ
る
こ
と
か
ら
、
市
場
を
設
立
す
る
こ
と
は
、
彼
ら
に
と
っ
て
大
き
な
殖
財
の
源
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。
蟻
蚕
地
主
層
は
、
卓
立
『
四
会
県

志
』
の
塔
嵐
擁
の
項
に
「
高
宗
乾
隆
九
年
甲
子
に
設
立
さ
れ
た
。
〔
中
略
〕
。
嘘
主
は
李
姓
の
人
々
で
あ
る
。
」
と
あ
り
、
ま
た
牛
皮
嘘
の
項
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑰

「
露
盤
乾
姓
四
年
已
末
に
邑
人
の
上
長
業
が
創
設
し
た
。
現
在
櫨
主
は
藩
姓
の
人
々
で
あ
る
。
」
と
あ
る
よ
う
に
、
市
場
を
掌
握
し
、
嘉
慶
『
増

城
県
志
』
の
派
潭
壇
の
項
に
「
上
嘘
は
一
嵩
の
梨
地
で
あ
る
。
下
露
は
熊
姓
の
税
地
で
、
新
櫨
は
張
姓
の
下
地
で
あ
る
。
」
と
あ
り
、
ま
た
道

光
『
陽
春
県
志
』
の
河
亭
嘘
の
項
に
も
「
胡
・
楊
二
家
の
土
地
を
利
用
し
て
い
る
。
〔
中
略
〕
。
二
姓
の
家
が
税
を
取
り
立
て
る
こ
と
を
許
可
す

⑲る
。
」
と
記
さ
れ
る
よ
う
に
、
商
民
か
ら
借
地
料
・
利
用
税
な
ど
を
微
撫
し
て
懐
を
肥
や
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
そ
の
徴
収
は
厳
し
く
、
康
煕

『
臨
高
県
士
心
』
の
多
文
市
の
項
に
、

　
　
そ
の
市
に
は
も
と
地
租
が
あ
っ
た
。
市
が
終
る
毎
に
市
主
は
ほ
し
い
ま
ま
に
徴
収
し
た
の
で
、
商
人
は
わ
ず
ら
わ
し
く
思
っ
て
い
た
。
康
煕
四
十
二
年
に

　
　
知
県
の
豊
玉
が
俸
給
を
投
げ
出
し
て
そ
の
地
を
全
て
買
い
上
げ
、
商
人
に
建
物
を
建
て
る
こ
と
を
認
め
た
。
商
人
は
便
利
が
い
い
と
羨
い
、
そ
の
市
は
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑩

　
　
毎
に
盛
ん
と
な
っ
た
。

と
あ
る
よ
う
に
、
知
県
の
介
入
を
招
い
た
例
も
あ
っ
た
。
こ
の
他
、
彼
ら
は
曲
行
を
使
っ
て
売
買
の
仲
介
料
を
徴
収
し
た
り
、
市
場
価
格
を
操

作
し
て
地
租
と
し
て
小
作
農
民
が
納
入
し
た
米
を
有
利
な
価
格
で
売
却
し
た
り
し
て
巨
利
を
得
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　
さ
ら
に
一
疋
層
は
、
商
品
経
済
が
郷
村
へ
浸
透
し
て
い
く
中
で
、
そ
の
流
通
機
構
で
あ
る
市
場
を
掌
握
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
そ
れ
を
利
用

し
な
け
れ
ば
現
金
を
得
る
術
が
外
に
な
い
他
の
在
地
地
主
層
や
自
作
農
層
を
も
間
接
的
に
支
配
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
市
場
は
彼
ら
に
と
っ
て

殖
財
の
源
で
あ
る
だ
け
で
な
く
、
郷
村
に
お
け
る
支
配
者
と
し
て
の
地
位
を
貫
徹
す
る
た
め
の
道
具
で
も
あ
っ
た
と
い
え
る
だ
ろ
う
。

　
　
②
　
市
場
と
郷
村
社
会

　
市
場
の
設
立
の
背
後
に
は
前
述
し
た
よ
う
に
心
々
層
の
思
惑
が
働
い
て
い
た
が
、
と
も
か
く
郷
民
は
市
場
を
利
用
し
て
自
分
た
ち
が
生
産
し

た
農
産
物
や
手
工
芸
品
を
販
売
し
、
日
用
品
や
再
生
産
に
必
要
な
肥
料
・
農
具
な
ど
を
購
入
し
て
い
た
。
た
だ
し
、
乾
隆
『
金
面
県
志
』
や
乾

隆
『
東
安
県
志
』
に
、
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土
着
の
民
は
・
余
剰
の
藁
．
布
串
諜
．
酒
．
疏
の
属
を
霧
に
趣
姦
易
し
生
計
を
た
て
て
い
る
に
す
ぎ
な
ゆ

と
記
さ
れ
た
よ
う
に
、
郷
民
の
市
場
に
お
け
る
売
買
は
さ
さ
や
か
な
も
の
で
あ
っ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

　
と
こ
ろ
で
民
国
『
始
興
県
志
』
に
は
、

　
　
沈
所
櫨
。
野
選
一
五
八
期
集
。
二
六
八
等
約
郷
民
、
多
診
此
櫨
。
　
　
　
　
　
頗
岡
櫨
。
此
櫨
一
四
八
期
集
。
四
七
等
約
郷
民
、
多
野
語
群
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑬

と
あ
り
、
郷
民
が
特
定
の
市
場
に
売
買
に
訪
れ
る
こ
と
が
史
料
よ
り
推
測
で
き
る
。
さ
ら
に
光
緒
『
曲
江
県
志
』
に
は
、

　
　
高
峡
村
・
鳥
坂
塘
・
大
坪
村
・
小
渓
塘
・
萬
侯
村
・
坪
山
村
・
鍋
村
・
老
屋
場
・
東
灘
坪
・
高
園
村
。
…
…
倶
隷
一
六
盤
。

　
　
陀
村
・
龍
頭
塞
・
杉
木
神
・
李
子
園
・
青
水
塘
・
視
頭
村
・
水
口
村
・
黄
土
壇
・
大
富
村
・
列
村
…
…
。
鳥
撃
重
陽
握
。

と
い
う
よ
う
に
、
村
々
が
あ
る
特
定
の
市
場
に
隷
属
す
る
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。
隷
属
す
る
と
い
う
こ
と
は
、
各
村
の
郷
民
が
売
買
に
訪
れ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑭

る
市
場
が
固
定
し
て
い
た
こ
と
を
意
味
す
る
と
思
わ
れ
る
。
ま
た
逆
に
言
う
な
ら
、
各
市
場
の
商
圏
は
隷
属
す
る
村
々
が
分
布
す
る
範
陽
に
限

ら
れ
て
い
た
と
い
う
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㊥
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑯

　
さ
て
、
民
国
時
代
の
中
国
の
市
場
を
実
地
に
調
査
し
た
楊
慶
塑
や
G
・
W
・
ス
キ
ナ
ー
は
、
市
場
を
中
心
と
し
て
形
成
さ
れ
る
結
節
地
域

（
商
圏
）
の
拡
が
り
が
経
済
的
な
枠
組
み
で
あ
る
と
と
も
に
、
婚
姻
・
水
利
組
織
・
社
交
・
娯
楽
・
金
融
な
ど
の
社
会
関
係
が
と
り
結
ば
れ
る
範

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑰

囲
、
つ
ま
り
様
々
な
社
会
領
域
の
範
囲
と
も
ほ
ぼ
一
致
す
る
こ
と
か
ら
、
村
落
の
枠
を
こ
え
た
日
常
生
活
費
の
社
会
単
位
（
ω
。
9
巴
舞
δ
が
存

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑱

在
す
る
こ
と
を
指
摘
し
た
。
特
に
ス
キ
ナ
ー
は
、
こ
れ
を
単
位
市
場
社
会
（
ω
3
巳
ρ
巳
ヨ
鍵
ぎ
歩
め
σ
q
ω
。
。
一
Φ
な
）
と
呼
び
、
そ
れ
が
伝
統
的
な
中

国
社
会
の
基
層
を
な
し
て
い
る
こ
と
を
主
張
し
て
い
る
。
ス
キ
ナ
ー
の
単
位
市
場
社
会
の
内
容
は
、
松
本
善
海
氏
の
「
農
民
の
生
活
圏
と
し
て

　
　
　
　
　
　
　
⑱
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

の
定
期
市
と
市
場
圏
」
と
ほ
ぼ
同
じ
も
の
と
思
わ
れ
る
が
、
彼
は
社
会
学
で
い
う
「
都
榔
共
同
社
会
」
の
概
念
を
中
国
社
会
に
適
用
し
て
構
築

し
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
我
々
の
市
場
の
商
圏
を
ス
キ
ナ
…
の
単
位
市
場
社
会
お
よ
び
高
欄
埜
の
社
会
単
位
の
範
囲
に
重
ね
合
わ
せ
る
に
は
、

種
々
の
社
会
領
域
の
範
囲
の
抽
出
な
ど
、
検
討
を
要
す
る
間
題
が
多
く
容
易
で
は
な
い
。
た
だ
長
年
に
わ
た
り
商
圏
の
範
囲
が
固
定
さ
れ
る
こ

と
に
よ
っ
て
、
郷
民
は
市
場
を
媒
介
と
し
て
互
い
に
顔
見
知
り
の
関
係
と
な
り
、
そ
こ
か
ら
仲
間
意
識
が
芽
生
え
、
共
通
の
利
害
関
係
が
生
ま
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れ
る
こ
と
は
当
然
予
想
で
き
よ
う
。
市
場
の
商
圏
が
単
位
市
場
社
会
と
い
う
薄
々
の
枠
を
こ
え
た
社
会
単
位
が
形
成
さ
れ
る
基
礎
と
な
る
臼
常

の
共
同
関
心
圏
と
な
る
と
い
う
見
通
し
を
述
べ
る
こ
と
は
少
な
く
と
も
許
さ
れ
よ
う
。

　
こ
こ
で
試
み
に
、
互
い
に
隣
接
し
た
重
陽
櫨
と
一
六
竣
お
よ
び
龍
帰
雄
に
つ
い
て
、
各
市
場
に
隷
属
す
る
隙
々
を
民
圏
時
代
に
作
製
さ
れ
た

　
　
　
⑳

地
形
図
上
に
ド
ッ
ト
し
て
み
る
と
、
次
の
こ
と
が
明
ら
か
と
な
っ
た
。
第
8
図
か
ら
重
陽
嘘
と
一
六
櫨
に
隷
属
す
る
依
々
は
、
市
場
を
中
心
に

半
径
約
五
キ
ロ
の
円
の
内
側
に
お
さ
ま
る
こ
と
が
わ
か
る
。
よ
っ
て
こ
の
円
が
各
帯
場
の
商
圏
の
ひ
ろ
が
り
を
表
わ
し
て
い
る
と
い
え
よ
う
。

ま
た
二
つ
の
市
場
の
商
圏
が
ほ
と
ん
ど
重
複
せ
ず
に
接
し
て
い
る
こ
と
も
わ
か
る
。
し
か
し
、
龍
霜
害
の
場
合
は
、
西
南
に
市
場
か
ら
達
意
キ

ロ
距
て
た
屡
々
も
こ
の
市
場
に
隷
属
し
、
商
圏
は
さ
き
の
二
市
場
と
比
較
し
て
非
常
に
広
大
で
あ
る
。
だ
が
、
地
形
図
上
に
は
龍
燈
嘘
の
西
南

買
血
キ
ロ
の
地
点
に
言
動
櫨
の
名
が
み
え
、
光
弱
志
が
編
纂
さ
れ
た
以
後
に
新
た
に
帯
場
が
設
立
さ
れ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
新
設
さ
れ
た
鳳

明清時代，匿東の櫨と市（林）
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第8図　曲江県における市場と商圏

腿
4
牛

田
櫨
と
龍
帰
櫨
の
規
模
が
等
し
く
両
老
の
中
間
点
が

互
い
の
商
圏
の
境
界
と
な
る
と
考
え
る
と
、
二
つ
の

市
場
を
中
心
に
各
半
径
約
五
キ
ロ
の
円
内
に
光
緒
志

に
龍
帰
盤
に
隷
属
す
る
と
記
さ
れ
た
綿
々
が
ほ
ぼ
お

さ
ま
る
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
れ
ら
四
つ
の
帯
場
の
例

か
ら
、
半
径
約
五
キ
ロ
の
範
囲
が
当
時
の
市
場
の
商

圏
で
あ
っ
た
と
い
え
る
だ
ろ
う
。
こ
の
数
字
は
、
商

圏
の
範
囲
に
つ
い
て
、
天
野
元
之
助
筆
が
二
・
一
～

　
　
　
　
㊥
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧

五
・
六
キ
μ
、
山
根
幸
夫
氏
が
五
キ
ロ
前
後
と
推
定

し
て
い
る
こ
と
と
ほ
ぼ
一
致
す
る
。
市
場
の
商
圏
の

範
囲
は
郷
民
が
半
日
行
程
で
売
買
に
往
復
で
き
る
距
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離
を
限
界
と
し
て
設
定
さ
れ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
ま
た
、
こ
の
五
キ
ロ
圏
は
、
ス
キ
ナ
ー
の
単
位
市
場
社
会
の
範
囲
（
半
径
三
・
四
～
六
・

　
　
㊥
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㊥

一
キ
ロ
）
や
楊
諸
書
の
市
場
の
サ
ー
ビ
ス
圏
の
範
囲
（
約
五
．
ご
キ
ロ
）
の
数
値
と
も
合
致
す
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
な
お
検
討
す
べ
き
事
項
が

多
く
断
言
で
き
な
い
が
、
経
済
的
な
領
域
が
成
立
・
固
定
す
る
こ
と
が
様
々
な
社
会
領
域
の
成
立
に
大
き
く
関
与
す
る
と
い
え
よ
う
。
た
だ
ス

キ
ナ
ー
の
よ
う
に
、
結
節
地
域
の
枠
内
に
あ
ら
ゆ
る
祉
会
領
域
の
ひ
ろ
が
り
が
お
さ
ま
る
こ
と
を
主
張
す
る
こ
と
は
、
と
も
す
れ
ば
郷
民
の
社

会
的
生
活
が
経
済
（
商
業
）
活
動
に
全
く
し
ば
ら
れ
る
こ
と
を
主
張
す
る
こ
と
に
も
な
り
、
経
済
決
定
論
に
陥
る
恐
れ
が
あ
る
こ
と
を
こ
こ
で
指

摘
し
て
お
き
た
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑭

　
さ
て
市
場
へ
は
、
万
暦
『
獲
州
府
士
心
』
に
、

　
　
周
村
櫨
・
後
富
津
・
蓮
塘
櫨
・
豊
浦
櫨
。
以
上
四
盤
、
倶
傍
海
蛋
民
、
雑
通
貿
易
。
　
　
　
　
　
渓
頭
櫨
・
保
定
櫨
。
二
嘘
蛋
民
魚
米
貿
易
。

と
あ
り
、
ま
た
蘭
曲
『
陽
山
県
志
』
の
猫
撞
の
条
に
、
　
「
産
す
る
と
こ
ろ
の
粟
米
・
高
梁
・
薯
芋
・
黄
豆
・
棉
花
は
、
嘘
の
開
催
日
に
常
に
運

　
　
　
　
　
　
＠
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧

搬
し
て
貿
易
す
る
。
」
と
あ
る
こ
と
な
ど
か
ら
、
瑠
族
・
撞
族
（
現
在
は
壮
語
）
と
い
っ
た
少
数
民
族
や
、
水
上
居
住
者
も
爆
産
物
や
海
産
物
を

携
え
て
市
場
を
訪
れ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
市
場
は
異
民
族
が
互
い
に
そ
こ
で
貿
易
す
る
こ
と
か
ら
、
文
化
接
触
の
場
と
も
な
っ
た
の
で
あ
る
。

　
次
に
市
場
を
訪
れ
た
商
人
に
つ
い
て
も
簡
単
に
述
べ
て
お
こ
う
。
市
場
に
は
、
そ
れ
が
立
地
す
る
州
県
内
に
住
む
商
人
だ
け
で
は
な
く
、
た

と
え
ば
光
緒
『
高
明
県
志
』
の
三
州
嘘
の
項
に
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑭

　
　
高
要
・
南
海
・
薪
会
・
順
徳
・
東
北
・
鶴
山
な
ど
数
県
の
入
々
が
水
陸
か
ら
訪
れ
、
多
く
の
品
物
が
備
わ
っ
て
い
る
。

と
あ
り
、
ま
た
乾
麺
『
潮
州
府
志
』
の
心
頭
曲
面
の
項
に
は
「
海
陽
・
潮
陽
・
掲
陽
・
澄
海
の
四
県
の
商
人
で
混
雑
し
、
海
船
も
雲
の
よ
う
に

　
　
　
⑧

多
数
訪
れ
る
。
」
と
あ
る
よ
う
に
、
隣
接
す
る
他
県
の
商
人
も
多
数
訪
れ
て
い
た
。
さ
ら
に
、
天
啓
『
封
川
県
志
』
の
新
譜
櫨
の
項
に
「
近
年
よ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧

り
鉱
質
が
多
数
居
留
し
て
い
る
。
」
、
浄
石
塩
の
櫨
に
「
公
舎
は
百
余
り
、
外
客
が
居
留
し
て
い
る
。
」
と
あ
り
、
ま
た
走
査
『
廣
州
府
志
』
に
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧

「
城
の
西
方
一
帯
に
は
、
異
省
の
商
人
が
雑
居
し
て
い
る
。
」
、
と
あ
る
よ
う
に
、
遠
く
他
省
の
商
人
（
客
商
）
も
商
売
の
た
め
に
多
数
訪
れ
て
い

た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
た
だ
市
場
の
中
に
は
、
他
省
・
他
県
の
商
人
は
訪
れ
ず
、
近
郷
の
商
入
だ
け
し
か
訪
れ
な
い
規
模
の
小
さ
な
も
の
も
多
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明清蒔代，廣東の嘘と市（

数
あ
っ
た
。
が
、
こ
の
よ
う
に
他
物
か
ら
も
商
人
が
売
買
に
訪
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
市
場
は
周
り
の
郷
村
に
商
品
経
済
を
浸
透
さ
せ
る
と
同

時
に
、
そ
れ
ら
郷
村
を
全
国
市
場
の
一
端
に
組
み
入
れ
る
役
割
を
果
た
し
た
と
い
え
よ
う
。
つ
い
で
な
が
ら
、
史
料
に
は
見
出
す
こ
と
は
で
き

な
か
っ
た
が
、
市
場
を
訪
れ
る
多
数
の
郷
民
や
商
人
を
顧
客
と
す
る
旅
芸
人
・
代
書
屋
・
占
い
師
を
は
じ
め
サ
ー
ビ
ス
業
を
営
む
人
々
も
多
数

参
集
し
た
と
考
え
る
。

①
　
加
藤
繁
、
前
前
章
註
①
、
五
五
四
頁
。

②
倉
持
徳
一
郎
、
　
「
四
川
の
揚
市
」
、
（
『
日
本
火
学
史
学
会
研
究
彙
報
』
｝
）
、
一

　
九
践
七
年
、
二
四
～
二
穴
頁
。

③
民
国
『
慶
山
県
議
』
巻
五
、
建
議
志
、
都
市
の
条
、
永
都
市
の
項
。

　
　
　
乾
隆
初
年
、
由
永
都
西
塗
十
七
村
居
民
謡
地
創
建
。
其
時
平
場
未
甚
発
達
、

　
　
　
近
聴
貿
易
頗
盛
也
。

④
　
　
天
長
市
。
係
文
楢
村
何
姓
地
、
西
至
湖
係
大
唐
村
陳
錆
地
。
畏
国
三
年
聯
図

　
　
　
同
建
。

　
　
　
福
安
市
。
石
山
・
文
盛
・
秀
慶
三
図
合
建
。

　
　
　
益
来
市
。
在
官
隆
一
里
。
民
国
一
　
年
、
係
宮
隆
一
黒
白
石
・
永
盛
三
図
同
建
。

⑤
同
治
『
襟
当
県
志
』
（
前
章
譲
⑰
）
、
瑞
雲
市
の
項
に
は
、

　
　
　
在
蓬
岡
爆
観
音
約
。
道
光
年
間
、
瑞
雲
堂
十
二
郷
岡
建
。

　
と
あ
る
。

⑥
岡
治
『
南
海
県
志
』
（
前
前
章
註
⑫
）
、
五
郷
永
和
嘘
の
項
に
は
、

　
　
　
在
仏
山
聚
龍
上
沙
尾
。
威
豊
丙
辰
、
黄
鼎
司
土
炉
璽
大
富
褒
之
順
鞘
省
窟
郷

　
　
　
・
生
帰
郷
・
西
隆
墜
之
上
七
約
郷
・
漢
江
郷
・
大
江
薄
藍
郷
隅
建
。
購
五
郷

　
　
　
産
穀
。
　
一
｛
ハ
日
陰
。

　
と
あ
る
。

⑦
　
光
緒
『
二
審
県
志
』
巻
一
、
方
輿
憲
、
強
雨
の
条
、
永
安
櫨
の
項
に
は
、

　
　
　
在
藍
田
都
沙
禰
濠
界
。
内
舗
店
四
十
余
間
。
虫
県
七
十
里
。
同
治
六
年
、
大

　
　
　
嶺
・
下
員
敬
・
小
漢
郷
同
開
建
。

　
と
あ
る
。

⑧
　
嘉
慶
『
滋
藤
県
立
心
』
海
士
、
経
営
志
、
櫨
市
の
条
、
福
山
市
の
項
。

　
　
　
旧
名
森
山
、
在
那
托
都
。
万
暦
年
間
、
王
姓
姻
。

⑨
乾
隆
『
増
城
県
志
』
「
巻
一
、
飛
宇
昂
揚
の
条
、
派
附
置
の
項
。

　
　
　
三
六
十
集
。
下
溝
係
熊
姓
祖
業
。

⑩
罠
国
『
潮
州
志
』
、
実
業
志
、
商
業
に
、

　
　
　
・
氷
興
市
。
職
遺
光
⊥
ハ
廊
†
丙
戌
、
桐
抗
郷
林
姓
㎜
隔
番
。

　
　
　
下
郷
市
。
道
光
間
、
林
姓
郷
人
建
。

　
と
あ
る
。

⑪
　
光
芒
『
定
論
察
志
』
巻
　
、
輿
地
志
九
、
擁
市
の
条
、
嶺
口
市
の
項
。

　
　
　
旧
名
三
家
披
、
在
雷
一
図
。
康
熈
初
年
、
莫
・
張
・
龍
三
姓
掲
地
蔵
建
。
逢

　
　
　
甲
丙
戊
庚
壬
日
集
。

⑫
　
民
国
『
恩
平
県
志
補
遣
』
、
櫨
市
の
条
、
楊
橋
新
市
の
項
。

　
　
　
距
楊
橋
櫨
二
里
。
逢
二
七
臼
為
櫨
期
。
此
所
為
鱗
姓
悪
地
。
民
国
七
年
戊
午
、

　
　
　
飛
・
伍
・
葉
・
黍
：
陳
・
呉
山
ハ
M
姓
建
立
。

⑬
　
光
緒
『
電
白
熱
士
心
』
巻
六
、
建
醗
志
二
、
重
宝
の
条
に
、
　
「
荘
鰹
祭
黄
姓
櫨
」

　
と
い
う
名
の
市
場
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

⑭
　
光
緒
『
高
州
府
士
心
』
巻
十
、
建
置
＝
…
、
擁
市
の
条
、
梅
叢
の
項
に
、

　
　
　
梅
姓
・
陸
姓
創
始
、
故
山
無
二
櫨
。
後
二
二
無
禄
為
梅
最
。
近
又
更
最
為
茱

　
　
　
為
麓
。

　
と
あ
る
。
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⑯
道
光
『
廉
州
府
忠
』
巻
九
、
廻
流
三
、
櫨
市
の
条
、
古
衛
災
櫨
の
項
。

　
　
　
乾
隆
四
十
年
、
知
府
康
基
田
、
以
形
家
盲
域
東
不
可
空
寂
、
卒
民
築
塵
舎
二

　
　
　
百
余
聞
以
招
来
商
質
。

⑯
　
岡
治
『
紹
州
府
志
』
巻
頭
「
、
輿
地
略
、
鑑
市
の
条
、
爾
川
面
の
項
。

　
　
　
在
南
門
外
。
康
熈
二
四
年
、
知
府
康
宗
発
、
知
県
門
熈
酢
立
。

⑰
康
煕
『
廉
州
府
志
』
巻
二
、
地
理
志
、
櫨
市
の
条
、
宋
磁
櫨
の
項
。

　
　
　
在
県
西
㎝
菅
里
。
垂
子
年
、
知
県
範
囲
存
新
設
。

⑯
天
啓
『
封
川
県
志
』
（
前
章
註
③
）
、
恵
提
擁
の
項
に
、

　
　
　
在
遵
化
門
外
。
弘
治
十
年
目
知
県
莫
拝
立
。

　
と
あ
る
。

⑲
康
煕
『
高
明
県
志
』
巻
二
、
地
理
志
、
擁
市
の
条
、
塔
脚
櫨
の
項
に
、

　
　
　
在
城
東
門
外
。
一
四
七
日
集
。
嘉
慶
十
四
年
、
知
血
漿
克
振
設
。

　
と
あ
る
。

⑳
民
国
『
英
徳
県
続
志
』
巻
五
、
建
置
略
、
櫨
欝
の
条
、
菜
宿
の
項
に
、

　
　
　
宣
統
二
年
、
知
県
施
廷
柱
創
建
。
自
南
門
馬
頭
起
、
至
新
市
街
口
天
壇
宮
馬

　
　
　
頭
止
、
作
長
方
式
。
有
療
無
舗
。

　
と
あ
る
。

⑳
　
康
煕
『
紹
州
府
士
心
』
、
太
平
櫨
の
項
に
、

　
　
　
辞
撚
目
激
場
、
園
［
朝
知
言
色
渦
惟
会
員
。
毎
月
以
ゴ
～
六
十
日
為
一
期
。
四
方
貨
算
木
、

　
　
　
民
甚
便
之
。

　
と
あ
る
。

⑫
　
康
熈
『
翻
州
府
志
』
　
（
前
掲
⑳
）
、
清
平
市
の
項
。

　
　
　
城
北
、
嘉
靖
二
十
⊥
ハ
年
、
知
府
議
山
人
給
田
且
。
築
亭
駆
皿
爾
。
明
士
小
馬
憲
訂
幽
廃
。

　
　
　
〔
中
略
〕
。
圏
朝
知
府
馬
元
興
復
。
毎
月
以
五
十
筆
紙
。

㊥
　
崇
禎
『
廉
州
府
志
』
三
二
、
地
理
志
、
櫨
市
の
条
、
広
斉
櫨
の
項
。

　
　
　
旧
在
大
雲
寺
前
。
知
千
林
三
遷
干
長
春
門
外
。

＠
　
光
緒
『
澄
湛
県
士
心
』
巻
二
、
建
置
志
、
櫨
市
の
条
、
急
転
市
の
項
。

　
　
　
郷
治
年
間
、
謝
・
林
・
梁
議
官
論
、
並
各
姓
同
義
。

⑮
加
藤
繁
、
前
掲
①
、
五
五
四
頁
。

⑳
　
罰
治
『
番
禺
県
志
』
　
（
前
掲
⑤
）
、
曲
羅
周
櫨
の
項
。

　
　
　
明
宣
徳
間
、
里
人
鍾
守
分
・
鍾
百
揆
篇
首
二
上
百
余
。

⑳
　
民
圏
『
喰
山
県
志
』
　
（
前
掲
③
）
。

　
　
　
寵
蔭
市
。
丙
辰
年
、
呉
登
裕
・
林
之
璋
等
、
遽
衆
同
県
、
満
載
貿
易
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
　
　
ゆ

　
　
　
威
諒
市
。
彪
隆
闘
、
貢
生
宏
仁
品
薄
設
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
　
　
む

　
　
　
文
嶺
市
。
光
緒
三
十
三
年
、
難
生
呉
業
那
。
周
汝
南
等
海
鞘
創
建
。

⑱
　
畏
国
『
…
開
平
県
志
』
　
（
前
前
章
註
⑱
）
、
楼
岡
市
の
項
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
　
　
り

　
　
　
民
圏
十
九
年
、
郷
紳
呉
鼎
新
、
以
該
市
狭
不
敷
用
乃
展
拓
新
市
於
其
南
、
築

　
　
　
堤
開
街
。

⑱
　
光
緒
『
賦
課
県
議
』
　
（
前
掲
⑦
）
、
楓
口
市
の
項
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
　
　
り

　
　
　
乾
隆
工
ハ
十
傑
＋
、
郷
紳
汀
同
鳳
鳴
、
疏
醐
宜
麸
鞘
斗
称
為
式
。

⑳
　
成
盤
『
踊
晒
山
県
志
』
　
（
前
章
註
⑳
）
、
培
龍
市
の
項
に
、

　
　
　
　
　
　
　
　
む
　
　
ゆ

　
　
　
道
光
十
八
年
、
郡
紳
偶
建
。

　
と
あ
る
。

⑳
　
重
田
徳
、
「
郷
紳
支
配
の
成
立
と
構
造
」
、
（
岩
波
講
座
『
世
界
歴
史
』
巻
十
二
）
、

　
～
九
七
一
年
、
三
四
七
一
三
八
○
頁
に
よ
る
。
郷
水
層
と
地
方
官
僚
と
の
結
び
つ

　
き
に
つ
い
て
は
、
8
、
呂
σ
Q
毒
ω
q
O
ロ
．
戸
『
り
o
o
巴
O
o
〈
Φ
旨
ヨ
¢
簿
言
O
露
富
¢
亭

　
O
霞
夢
Φ
O
げ
．
営
α
q
』
噛
一
九
六
二
年
、
一
六
八
－
一
九
二
頁
参
照
。

⑳
　
山
根
幸
夫
、
　
「
明
清
詩
代
華
乾
市
集
の
牙
行
」
、
　
（
珊
星
博
士
退
官
記
念
中
国
史

　
論
集
』
所
収
）
、
一
九
七
八
年
、
二
四
五
頁
。

⑳
　
山
根
幸
夫
、
　
「
明
清
初
の
華
北
の
帯
磁
の
紳
士
・
豪
民
」
、
　
（
『
中
山
八
郎
教
授

　
順
寿
記
念
明
清
史
論
叢
』
所
収
）
、
～
九
七
七
年
。

⑭
森
田
明
、
　
「
清
代
帯
広
地
方
に
お
け
る
定
期
市
に
つ
い
て
」
、
　
（
『
九
州
産
業
大

　
学
法
経
論
叢
勧
五
一
一
）
、
一
九
六
華
年
、
五
一
お
よ
び
六
三
頁
。

⑱
万
暦
『
順
徳
山
志
』
巻
一
、
地
理
憲
。
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明清時代，贋東の櫨と市（林）

　
　
　
痙
市
之
大
者
、
豪
殖
之
徒
、
以
其
勢
力
招
高
閣
物
塵
而
征
之
。

⑯
　
屈
大
均
撲
、
　
『
廣
東
新
語
』
巻
上
、
地
嵐
、
虚
の
項
。

　
　
　
豪
殖
之
徒
、
役
財
兼
拝
、
以
武
断
干
郷
曲
恣
腱
國
奪
、
擁
管
山
海
之
利
。

⑳
　
光
緒
『
四
会
県
忠
』
，
（
前
前
章
註
⑳
）
。

　
　
　
塔
買
櫨
。
高
宗
乾
肉
九
年
甲
子
設
。
　
〔
申
送
〕
。
濾
主
李
姓
。

　
　
　
牛
皮
櫨
。
高
邑
乾
隆
四
年
生
末
、
邑
人
龍
彬
業
創
設
。
今
乱
国
窪
溜
姓
。

⑳
　
嘉
慶
『
増
【
城
県
志
』
巻
一
、
毘
塵
、
櫨
市
の
条
、
派
潭
嬬
あ
項
。

　
　
　
上
櫨
一
観
税
地
。
下
櫨
熊
姓
税
地
、
薪
蝶
張
姓
山
地
。

⑳
　
道
光
『
陽
春
県
志
』
巻
四
、
獲
市
の
条
、
河
亭
雄
の
項
。

　
　
　
用
胡
町
二
家
地
。
　
〔
中
略
〕
。
准
二
姓
収
税
。

⑳
　
康
照
『
臨
高
県
志
』
　
（
前
章
註
⑳
）
、
多
文
市
の
項
。

　
　
　
其
市
旧
有
地
租
。
毎
至
終
市
市
憲
重
三
、
商
者
擾
之
。
康
煕
四
十
二
年
、
知

　
　
　
県
奨
庶
掲
俸
悉
買
其
地
、
聴
質
三
門
屋
宇
貿
易
。
商
民
称
便
其
市
日
盛
α

⑪
　
乾
隆
『
東
安
県
憲
』
巻
一
、
風
俗
志
。

　
　
　
土
著
之
民
、
其
余
救
粟
・
布
酪
・
鶏
豚
・
酒
・
疏
之
属
、
不
過
言
櫨
貿
易
以

　
　
　
謀
朝
夕
。

　
　
乾
隆
『
陽
江
県
士
心
』
巻
頭
、
風
俗
志
。

　
　
　
麻
田
、
其
余
齢
粟
・
布
吊
・
鶏
豚
・
酒
・
疏
之
属
、
不
凍
櫨
帯
貿
易
以
資
日
用
。

＠
　
民
国
『
始
興
県
志
』
巻
穴
、
建
置
潮
、
同
市
の
条
。

⑬
　
光
緒
『
曲
江
軍
士
心
』
巻
七
、
輿
地
四
五
、
都
市
の
条
。

⑭
加
藤
繁
、
前
掲
①
、
五
三
七
－
五
四
〇
頁
。

⑮
鴫
婁
σ
q
噂
窪
ぎ
α
Q
涛
冒
（
楊
慶
塑
）
、
ヌ
…
累
。
浮
田
O
ぽ
奉
U
o
。
巴
罎
p
噌
冨
汁

　
国
8
召
ヨ
団
一
p
置
目
攣
目
蔓
o
h
㊤
ω
注
畠
団
○
隔
需
『
一
〇
＆
o
旨
騨
離
縁
冨
Ω
δ
零
－

　
℃
言
α
Q
韻
ω
冨
p
の
冨
暮
§
σ
q
l
』
’
　
九
四
四
年
。

⑯
ω
置
嘗
Φ
『
噛
O
．
≦
二
「
霞
導
爆
Φ
賦
眞
四
＆
Q
。
。
。
或
ω
け
凄
g
¢
器
郷
国
舞
巴

　
O
謀
奉
」
層
鵠
詳
H
嚇
（
『
目
冨
圏
貿
毎
巴
鼠
》
ω
猷
昌
ω
さ
鉦
Φ
ω
』
N
藤
点
）
噂
　
一
九
六

　
四
年
。

＠
楊
慶
埜
、
前
掲
⑳
、
四
〇
一
四
一
頁
。

⑲
　
ω
ま
導
。
弓
．
O
．
≦
・
旧
前
掲
⑯
、
三
冠
ー
四
三
頁
。

⑩
松
本
善
海
等
、
『
世
界
の
歴
史
』
三
、
東
洋
、
一
九
四
九
年
、
一
五
九
1
＝
ハ
三
頁
。

⑩
　
鈴
木
栄
太
郎
、
　
『
日
本
農
村
栓
会
学
原
理
』
上
巻
、
一
九
四
〇
年
、
（
『
鈴
木
栄

　
太
郎
著
作
集
』
一
に
所
収
）
、
…
九
穴
八
年
。
六
〇
1
六
四
頁
。
「
都
鄙
共
同
社
会
」

　
と
は
、
ア
メ
リ
カ
の
社
会
学
者
、
0
7
㊤
二
①
。
。
い
O
p
首
ぎ
の
造
語
で
あ
る
「
国
鳳
げ
p
昌

　
O
o
ヨ
ヨ
＝
三
②
」
の
訳
語
で
あ
る
。

⑪
昭
和
一
九
年
（
一
九
四
四
）
製
版
『
南
支
那
十
万
分
一
國
』
、
「
乳
源
」
お
よ
び

　
「
江
湾
櫨
」
。

⑫
　
天
野
元
之
助
、
「
現
代
支
那
の
市
集
と
廟
会
」
、
（
『
爽
亜
学
』
二
）
、
　
九
四
〇

　
年
、
一
三
一
！
＝
雌
二
頁
。

＠
　
山
根
幸
夫
、
前
前
章
註
⑭
、
五
〇
一
頁
。

⑭
　
o
Q
遅
疑
Φ
製
Q
噛
芝
二
前
掲
⑯
、
一
篇
三
頁
。

⑭
　
楊
慶
蘂
、
前
掲
⑮
、
一
四
頁
。
こ
の
数
値
は
、
0
。
鑑
琶
賃
の
ω
富
民
P
銭
ヨ
㌣

　
碁
卑
に
相
当
す
る
一
丁
興
ヨ
。
臼
騨
Φ
導
霞
H
＄
け
の
商
圏
の
半
径
の
数
値
を
と
っ
た
。

⑭
　
万
暦
『
環
州
府
市
』
巻
四
、
櫨
市
の
条
。

⑰
　
乾
隆
『
陽
山
県
志
』
巻
五
、
輿
地
志
、
猫
撞
の
条
。

　
　
　
所
産
粟
米
・
高
梁
・
薯
芋
・
黄
豆
・
棉
花
、
逢
虚
期
、
常
出
外
貿
易
。

＠
　
ま
た
民
国
『
従
化
県
新
誌
』
　
（
前
章
註
⑧
）
の
孔
門
盤
の
項
に
、

　
　
　
西
之
大
者
也
、
蒲
流
漢
・
三
塁
部
民
赴
之
。
十
八
山
猫
照
日
民
亦
赴
之
。

　
と
あ
る
。

⑲
　
光
緒
『
高
明
県
士
心
』
巻
二
、
地
理
志
、
難
市
の
条
、
一
二
州
擁
の
項
。

　
　
　
再
拝
・
南
海
・
新
会
・
順
守
・
東
莞
・
鶴
山
数
県
人
斑
、
水
陸
並
至
、
百
物

　
　
　
威
備
。

⑳
　
乾
留
『
潮
州
府
…
志
』
　
（
前
章
註
＠
）
、
渡
珍
品
嘘
の
項
。

　
　
　
海
潮
掲
澄
四
悪
高
邑
輻
湊
、
海
船
雲
集
。

⑧
　
天
啓
『
封
川
県
志
』
　
（
前
章
註
③
）
。
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新
街
櫨
。
自
近
年
外
出
多
僑
寓
焉
。

濠
覚
櫨
。
舗
舎
百
余
、
倶
外
客
僑
寓
。

㊥

乾
隆
『
慶
州
府
…
士
心
』
巻
十
、
風
俗
士
心
、
南
海
県
の
条
。

　
城
西
一
帯
、
異
省
商
人
雑
処
。
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お
　
わ
　
り
　
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

　
レ
ヅ
ド
フ
ィ
ー
ル
ド
が
指
摘
し
た
よ
う
に
、
基
本
的
に
は
自
給
的
な
農
民
が
主
体
と
な
る
社
会
で
は
、
彼
ら
は
市
場
を
媒
介
と
し
て
互
い
に

接
触
交
流
す
る
日
常
生
活
圏
を
形
成
し
、
そ
の
中
で
生
活
を
営
ん
で
い
る
。
ま
た
水
津
一
朗
氏
の
地
域
の
結
節
シ
ス
テ
ム
の
歴
史
発
展
モ
デ
ル

　
　
　
②

に
よ
る
と
、
市
場
も
し
く
は
市
場
の
所
在
す
る
集
落
は
地
域
が
基
礎
地
域
の
厚
い
壁
を
破
っ
て
析
出
す
る
と
こ
ろ
の
局
地
的
再
生
産
圏
の
中
心

地
と
し
て
機
能
し
、
さ
ら
に
よ
り
大
き
な
地
域
に
再
生
産
圏
が
融
け
込
む
た
め
の
媒
体
と
も
な
り
、
上
位
の
地
域
中
心
に
財
の
流
れ
を
通
じ
て

結
合
す
る
。
こ
の
よ
う
に
二
次
的
な
生
活
空
間
の
核
と
な
る
市
場
に
つ
い
て
、
本
稿
で
は
地
方
志
を
史
料
に
明
代
後
半
以
降
の
廣
東
省
に
お
け

る
そ
の
形
態
と
機
能
、
そ
し
て
背
後
の
社
会
と
の
関
係
等
を
検
討
し
た
。
そ
こ
で
、
ま
ず
定
期
市
と
し
て
中
国
の
市
場
を
と
ら
え
よ
う
と
す
る

従
来
の
方
法
で
は
そ
の
笑
態
に
迫
り
得
な
い
こ
と
が
明
ら
か
と
な
っ
た
。
た
し
か
に
、
定
期
市
と
し
て
交
易
が
運
営
さ
れ
て
は
い
た
が
、
そ
れ

は
市
場
に
お
け
る
交
易
の
ひ
と
つ
の
形
式
で
し
か
な
い
。
市
場
は
背
後
の
地
方
社
会
・
経
済
の
展
開
に
対
応
し
て
、
そ
こ
で
催
さ
れ
る
売
買
の

方
式
を
変
化
さ
せ
て
商
品
の
流
れ
を
結
節
し
て
き
た
。
ま
た
そ
の
景
観
も
、
様
々
な
事
情
に
よ
る
興
廃
が
少
な
か
ら
ず
あ
っ
た
も
の
の
、
掘
っ

建
て
小
策
だ
け
の
貧
寒
な
景
観
か
ら
、
商
民
が
移
り
住
む
よ
う
に
な
っ
て
集
落
化
し
、
清
代
後
半
に
は
市
場
町
や
商
業
都
市
に
発
達
し
た
の
で

あ
り
、
経
済
の
近
代
化
に
よ
っ
て
そ
の
役
割
を
終
え
て
消
滅
し
た
の
で
は
決
し
て
な
い
。

　
一
つ
一
つ
の
晒
場
は
、
そ
の
設
立
が
殖
財
と
郷
村
支
配
の
強
化
を
企
む
郷
年
層
の
意
図
の
反
映
で
あ
る
と
し
て
も
、
あ
る
一
定
の
ひ
ろ
が
り

の
中
に
生
き
る
郷
民
の
日
常
生
活
上
の
中
心
地
と
し
て
機
能
す
る
。
市
場
で
は
郷
民
の
生
産
贔
が
貰
い
上
げ
ら
れ
、
日
用
晶
全
般
や
再
生
産
に

必
要
な
物
資
が
供
給
さ
れ
、
轟
々
の
枠
を
こ
え
た
ひ
と
つ
の
経
済
圏
を
形
成
し
て
い
た
。
ま
た
人
々
が
集
ま
り
接
触
す
る
帯
場
を
媒
介
に
様
々

な
社
会
領
域
も
成
立
し
た
と
推
定
で
き
る
。
し
か
し
州
県
毎
に
全
て
の
市
場
が
ひ
と
つ
の
市
揚
網
を
構
成
す
る
と
み
る
な
ら
、
こ
の
市
場
網
が



完
成
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
州
県
内
の
生
産
老
と
消
費
老
が
結
合
さ
れ
、
一
景
の
物
資
の
生
産
と
流
通
と
が
可
能
と
な
る
。
さ
ら
に
省
の
経
済
そ

の
も
の
が
、
せ
い
ぜ
い
省
都
と
州
県
城
を
結
ぶ
に
す
ぎ
な
い
点
と
線
の
経
済
か
ら
、
市
場
網
の
完
成
に
よ
っ
て
、
空
間
的
に
ひ
ろ
が
る
階
層
構

造
を
も
っ
た
地
域
経
済
に
発
展
す
る
と
い
う
見
通
し
を
述
べ
る
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
。

　
も
と
よ
り
残
さ
れ
た
課
題
は
多
い
。
本
稿
で
確
か
め
得
た
こ
と
に
は
、
な
お
明
清
時
代
の
廣
東
省
の
揚
合
と
限
定
条
件
を
付
さ
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。
ま
た
市
揚
が
籏
害
す
る
背
後
に
あ
る
農
業
の
商
業
化
を
は
じ
め
と
す
る
地
方
経
済
の
進
展
、
商
人
や
商
品
の
流
通
、
広
場
網
の
空
間

的
階
層
的
展
開
、
さ
ら
に
他
地
方
の
事
例
と
の
比
較
検
討
な
ど
重
要
な
問
題
を
と
り
あ
げ
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
稿
を
改
め
て
検
討
す
る

こ
と
に
し
た
い
。

　
①
　
図
¢
魯
巴
食
労
。
び
費
r
『
勺
。
窃
9
暮
ω
0
9
㊦
芝
窪
島
O
巳
窪
器
』
、
一
九
五
六
年
、
　
　
　
　
一
九
六
九
年
、
四
二
ニ
ー
四
三
九
頁
。

　
　
一
一
－
三
九
頁
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
京
都
大
学
大
学
院
生
宝
塚
市

　
②
　
水
津
一
朗
、
　
『
社
会
集
団
の
生
活
空
間
一
そ
の
栓
会
地
理
学
的
研
究
1
』
、

明清時代，廣東の嘘と市（林）
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monopole　dans　l’industrie　sid6rurgique，　dans　le　but　d’ξclairer　un　aspect

du　cap圭talisme　frangais．

　　Il　se　trouve　qu’圭l　exista量t　trois　points　litig量eux　dans　le　milieu　de

1’圭ndustrie　sid6rurg圭que　ell　France　pendant　toute　la　seconde　moiti6　du

XIXo　siさcle．1。　cartellisation，2。　r6g呈rne　douanier，3。　organisation　pa－

tronale．　Ces　trois　problとmes，　en　rnenユe　temps　constituent　le　cadre

logique　qt達i　compl色te　r6ciproquement　Ie　systさme　monopolis6．

　Le　Co蹄z髭6　des　／brges　de　France，　rorganisation　la　plus　importaBte

du　milieu　de　r圭ndustrie　sid6rurg圭que，　fut　fond6　en　1864．　Cependant，

i王　ne　pouva圭t　pas　bien　fonctionner　pendant　des　ann6es　en　raison　des

opPosit圭ons　internes，　qui　6mergeaient　fr6queinent　dans　Ies　d6bats　sur

les　prob16mes　de　cartell圭sation　et　de　r6gi血e　douanier，　Ces　oPPositions

internes　provenaient　du　priRc量pe　de　l圭bre　de　cohcurrence　et　des　caract6－

ristiques　de　chaque　6tape　de　production（par　exelnple，王’opPosition・en廿e

la　fonte　brute　et　le　fet　forg6）．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　Le　premier　tournant　de　cet　6tat　de　choses　parut　vers　1890．　A　cette

6poque，　les　opPositions　interne　sont　6t6　surmont6es，　et　le　syst益me

monopolis6　s，est　form6　dans　le　march6　int6rieur．　Le　deuxiさme之ournant
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
se　produ量sit　vers　1904，　A　cette　6poque，1a　caract6rist圭que　d’ガ吻6万α露．

sme，　issue　de　l’industrie，6血ergea　clairement．　Ce　m6uvemellt　de　mb－

nopolisation　n’6tait　pas　en　retard　sur　ses　rivaux　etrangers，　au　Inoins

du　po圭nt　de　vue　de　temps，　tandis　que　l’insuffiSance　de　la　maturit6　des

cmpitaux　financiepts　s’y　trouvait　comme　on　le　sait　bie王1　con負rm6。

Hsdi櫨and　Shih市in　Kwangtun8’一Province廣東省
　　　　　　　　during　the　1レππ8幽明　and　C〃勿zgセ青

by

1〈azuo　Hayashi

　IB　Kwangtun．cr　Province　market　places　have　been　called　“HsU”　or

“Shih”．　By　analizing　the　gazetteers　publislied　locally　for　hsievz　and

other　administrative　units，　we　found　that　marl〈et　places　have　tnore

abundant　characteristics　than　hitherto　agreed．

　“Hsif”　and　“Shih”　mean　originally　marketing　form　which　are　dis一
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．tiエ1glished　by　market　days，　commodities　and　marketing　area．　But　after

years　marketing　had　become　more　complicated，　and　“Hstt”　and　“Shih”

．caine　to　mean　market　places．　ln　inarket　places　hovels　had　been　equip－

ped　to　protect　goods　against　weather，　but　gradually　merchants　and

craftsmen　had　settled　there　and　their　landscapes　were　transformed　into

market　town　or　commercial　clty．

　　Many　market　places　were　set　up　by　loeal　gentry　class　who　plotted

to　accumulate　vtTealth　and　to　dominate　local　society，　but　they　functioned

as　central　piace　of　certain　area　ln　which　people　make　a　living，　and

they　organized　economic　units　beyoエ1d　village　boundaries．　Furthermore，

we　can　presume　that　this　economic　unit　become　a　daily　common　area

of　concern　which　lay　the　foundation　of　various　social　areas．

Tennα天和Land　Survey　in　Echigo　l越後and　the　Change

　　　　　　　　　　　　　　　of　the　Agrarian　Structure

by

Yasuo　Matsunaga

　　Through　Kanei寛永era（around　1620）y盈瑚α役家under　the　rule

of　Takada　Han高田藩was　a　paternalistic　farming　community，　in　which

not　only　the　acreage　and　the　rents　of　Nago名子or　subordinate　peas－

ants　were　represented　by　Yakuya，　but　also　lesser　Yafeuya　and　Nago

were　organized　into　a　tenant　system．　Though　between　the　latter　half

of　Kanei　and　Kanbbln－Enpo寛文・延宝　era（around　1640－1680）there

grew　not　a　few　Sん田島加勉06勉　新高持　or　newly－born　selfsustaining

peasants，　the　agricultural　production　was　mainly　perfermed　by　the　di－

rect　cultivation　of　the　aforementioned　type　of　paternalistic　community．

　　At　latest，　however，　during　Kanbun－Enpo　era　there　developed　some

small　tenants　who　could　yield　rents　called　SakUtoku作徳．　Change　of

characters　lil〈e　this　can　be　observed　in　Tenna　land　survey　which　was

held　in　1682　just　after　Takada　Han　forfeited　The　surveyors　acknowl－

edged　that，　besides　the　traditional　tenant　systern　of　paternalistic　farm－

ing　community，　the　newly－born　tenant　system　between　Safeutoku　land－

lords　and　their　tenants　was　growing　extensively，　and　also　registered

（176）




